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1 躙査の概要

1. 調査 目 的

下北半島 に生息す る ニ ホ ンザルは 、 現在、 個体数 ・ 群れ数の増加等で農作物の食害

のみな ら ず、 集落地への定着が進み地域住民の生活被害が生 じて い る 。 本天然記念物

生息調査は 、 地域住民 と ニ ホ ンザル と の共生につなが る 現状把握、 将来像に必要な情

報 を得 る こ と 、 サルの生態的研究等 を 目 的 と し 、 むつ市管 内脇野沢 ・ 川 内地区、 大畑 ・

薬研地区に生息す る ニ ホ ンザルの生息調査 を実施 した。 なお 、 前年度ま では脇野沢 ・

川 内地区の調査はむつ市か ら の委託調査であ っ たが 、 今年度は大畑 ・ 薬研地区の調査

と 同様 に 当 法人の独 自 事業 と して実施 した。

2. 調査地城

むつ市 脇野沢地区 ・ 川 内地区 ・ 薬研地区 ・ 大畑地区

調査対象地域
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3. ●査内害

地元調査員に よ る 小規模な調査を事前調査、 補足調査 と し、8 月 上旬 に夏季ニホ ンザル生息

躙査 （脇野沢 ・ 川 内地区） 、 補足調査 （秋季） 、12 月 下旬 に冬季ニホ ンザル調査 （大畑 ・ 薬研） 、

補足調査 （冬季） を 実施 した。 ま た 、 聞 き 取 り 調査 も加味 し、2024 年度 （令和6 年度） むつ市管

内 に生息す る ニ ホ ンザル生息実態調査 と して報告す る 。

]1 ●査結果

1. 事前躙査

0 A2—叫B 群

• 2024 年6 月7 日15:30~16: 15
く 構成 ＞

新井 田地区 県道

か 卒 性不明 計

オ ト ナ 3 3
3 歳 2 2
2 歳 2 2
1 歳 1 1
計 1 3 4 8

8 頭

※ 電波発信機装着個体は大人 メ ス 。 電波 を発信 し て いな い発信機装着個体 も 大人

メ ス 。

※ 大人オス は去年の夏か ら い な い。 今年Baby の 出産 も 現状ではない。

0 A87-A 群

• 2024 年5 月30 日8:30~10:30
構成 と れず

瀬野黒岩 中 山 間農地 西か ら 東へ横断時

94 頭 （内14 Baby)

※ 時期的 に は ま だ出産する だ ろ う

※6月27 日 に親子1 組捕獲 、 駆除

※7 月13 日 ぐ ら い に メ スBabyl 頭死亡

※ 電波発信装置個体は若者メ ス3 頭、 すべて発信 して い る
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2. 2024 年度 夏季ニ ホ ンザル生息冑査 （脇野沢 ・ 川 内地区）

2-1 ●査の置要

2024 年8 月5 日 か ら8 月9 日 ま での5 日 間 （ た だ し5 日 は事前調査） 、12 名 の調査員で脇野

沢地区 と 川 内 地 区 の調査を実施 し た。 調査期 間 中 、 晴れな ら びに曇 り の 日 が多かっ た が、8 日

は突然の豪雨 、 男 川 が増水す る ほ どだっ た。 猛暑のなかでの調査であ っ た も の の 、 暑 さ の ピー

ク は過 ぎて い た かに 見 えた。 季節が半月 ほ ど早 く 進んでい る よ う で、 エ ビガラ イ チ ゴの果実は

終わ っ て い た し 、 サルの体毛 の夏毛か ら 初秋 の状況 に進んでいた。 毎年悩 ま さ れて いた ア ブは

車に ま と わ り つ く 程度でそれほ ど悩 ま さ れ なかっ た。 今春の ブナ の花芽 の状況はかな り 良 く 、

秋 の実 り に期待が持てた 。 ミ ズナ ラ 、 サルナ シ 、 ヤマ ブ ドウ も ま ずま ずで今年の秋 の実 り は豊

作であ る こ と が推測で き た。

2-2 調査 日 、 な ら びに各パーテ ィ ご と の結果

◎ 8 月5 日 （前 日 の予備調査）

〈脇野沢地区〉

・ 芋 田 地 区の堰堤西 と 斜面で14: 10~14:35 11 頭＋a のサルを 目 撃。 電波発信機の情報 よ り

A87-B 群。1 組の親子 を確認。 そ の後 、16:50~11:30 九艘泊サル橋近 く を東か ら 西へ移動 し

て い た。

• 国道338 号線のス キー場で15:00~15.: 15 西か ら 東へ移動す る7 頭の サルを 目 撃。 電波発信

機の情報か らA2-84A 群 と 断定。 親子1 組を確認。

〈川 内 地 区〉

• 14:25~15:00 カ モ シカ ラ イ ン砥石沢林道 出合 よ り 南3、400m地点 を東か ら 西へ県道沿い に

移動す る サルの群れ30 頭 十a (3Baby) を カ ウ ン ト 。 ク マ ヤナ ギ 、 ウ ワ ミ ズザ ク ラ の果実を採

食。 観察場所 と 頭数か らM2-B2 群 と 推定。

◎ 8 月6 日

（脇野沢地区）

• 海峡 ラ イ ン （ 国道338 号線） を流汗台 ま で車でパ ト ロ ール。9:00 ： ゲー ト 東で大人オス1 頭、

M字カ ー ブで3~4 歳オス1 頭を 目 視。 別 の調査員が02-B 群 と してカ ウ ン ト した た め 、 そ ち

ら を参照。 電波発信機 に よ る 情報 と し て 、01~A2 群が 国道338号線東生 コ ン工場跡付近。01-Al
群が 国道338 号線西片貝地区方向。01-B 群が 国道338 号線西下細間 沢林道入 口 付近。 電波

発信機ID 番号か ら 断定。

•海峡 ラ イ ン （国道338 号線） を車で流汗台 ま で と 面木沢林道 を車でパ ト ロ ール。11:30 石碑北、

湯の沢 山東の道路でサブア ダル ト オス1 頭を 目 視、 おそ ら く ハナ レザルだ ろ う 。 ま た、M字

カ ーブ北で11:27~14:00 02-B 群(Ch4 青ベル ト の大人 メ ス）48 頭＋a （ 内5Baby) を カ ウ ン

ト 。
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• a: 35~10:00 調査の取材の た め新聞社 と サル を観察 新井 田 地区の県道でA87-A 群約30 頭

を観察。 エ ゾ ニ ュ ウ の茎 、 ク ズの シ ュ ー ト 、 花 を採食 し て いた。 そ の後 、 九艘泊ー滝 山線、

男 川 、 宿野部川 を 車でパ ト ロ ール。 男川林道 は西大家戸沢林道 出会い ま で踏査。11:03~11:53
男 川 林道 の蛎崎雨量計 と 松 山 沢林道 出合の 中 間点で9 頭十a(1Baby) を 目 撃、 男 川A 群か男

川B 群が現状では判 定で き な いが 、 目 撃場所 と 頭数か ら 男川A 群の 可能性大。 ま た、15:50
~16:35 国道338 号線の滝山橋で9 頭 十a(1Baby) を 目 撃、 電波発信機 よ り01-A 1 群 と 断定。

ニ ガ キ の実 、 ア オ ダモ の葉 を採食 して いた。

（川 内地区）

・ 県道川 内—佐井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） と 県道畑 一 牛滝線を車でパ ト ロ ール。 ま た 、 湯の小川 沢

林道 を踏査。 別 の調査隊が カ ウ ン ト した群れ以外 のサル情報はなかっ た。

・ 県道川 内一佐井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） と 川 内 ダム ま で を車で踏査。2 群 と1 オス グループを確

認。 ①10:39~11:30 県道川 内—佐井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） の湯野川 開拓 と 砥石沢林道 出合 と の

中 間地点で33 頭(7 Baby) + a （電波発信機装着個体確認） ②15:03~15:25 川 内 ダム湖畔道路

で5 頭の オス グループ③15:45~16:04 県道川 内一佐井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） の大滝公園南で35
頭(3Baby) + a （電波発信機CH5) を カ ウ ン ト 。

◎ 8 月7 日

（脇野沢地区）

• 国道338 号線ゲー ト ま で を車でパ ト ロ ール、 面木沢林道 を踏査。3 群 を観察。 ①9:15~11:10
田 の頭林道 を南か ら 北へ移動するOl-A2 群 ｛ を電波発信機で確認｝71 頭(9Baby) + a ただ し

+a は少ない。 ②14:40~14:45 下滝山沢林道で01-B 群（電波発信機で確認）36 頭(5Baby) +
a 。 ③16:35~16:43 国道338 号線桂橋でA2-84A 群 （電波発信機で確認）15 頭(2Baby) + a 。

• 細間牧場 を踏査な ら び に片 貝地区、 源藤城地 区 、 海峡 ラ イ ン （ 国道338 号線） を 車でパ ト ロ ー

ル。 細間牧場で01-B 群 を 目 撃 した が 、 別の調査員 にバ ト ン タ ッ チ。

• 海峡 ラ イ ン （ 国道338 号線） を流汗台北 の工事現場ま で車でパ ト ロ ール。9:55~10:30 海峡 ラ

イ ンの工事現場南600m地点で25 頭(1 Baby) + a 道路 を東へ降 り る よ う に移動 した。 ス

ス キ の髄、 カ ラ ス ウ リ の葉 を採食 し て いた。

（川 内 地 区）

・ 県道川 内イ左井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） の佐井村 と の 町村境尾根 ま で と 畑 一 牛滝線の野平地区ま

で を車でパ ト ロ ール、 そ の 間 、 和 白 沢林道、 名 由 川林道、 中川林道 を車でパ ト ロ ール。15:32
~16:00 県道川 内ー佐井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） の町村境手前でサルの群れ26 頭 ( !Baby) + a を

観察。

・ 県道川 内ー佐井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） の佐井村 と の町村境尾根 ま で と 三太郎沢林道、 畑 ー 牛滝

線の川 内 ダム ま で を車でパ ト ロ ール。9:43~9:51 県道川 内—佐井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） の鍵掛

沢出合 よ り 少 し北で3 頭＋a のオス グループ？ を 目 撃。 ま た、14:28~14:58 佐井村 と の境手

前で17 頭(3Baby) + a を観察 、 こ の群れは別の調査員 にバ ト ンタ ッ チ。 ミ ズナ ラ 、 ブナの実
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を採食 して いた。 群れの識別は 出来て い な いが電波発信機が装着 さ れて い な い群れであ る こ

と か らM2-B1 群かM2-B2 群の ど ち ら かであ る こ と は間違いな い。Baby の数を加味 し28 頭

(3Baby) + a を確認 し た。

◎ 8 月8 日

（脇野沢地区）

・ 脇野沢ー九艘泊 ー 滝山 間 、 な ら びに海峡ラ イ ン （ 国道338 号線） を大荒川林道入 口 手前ま で、

源藤城地区 中 山 間畑周辺 、 滝 山地区を車でパ ト ロ ール。10:50~11:00 滝山福祉セ ン タ ー前

で01-Al 群 （電波発信機で確認）20 頭 ( !Baby) + a を カ ウ ン ト 。

・ 男川 林道 を西大家戸沢林道 、 板家戸沢林道 を踏査。 ま た 、 宿野部川林道の金八沢林道 と 西又

沢林道 を踏査。 そ の後 、 脇野沢地区の下滝 山 沢林道で16: 13~16:28 01-Al 群 （電波発信機

で確認）24 頭(lBaby)+a を カ ウ ン ト 。 上記20 頭十a と 同一 の群れ。

• 海峡 ラ イ ン （ 国道338 号線） を 工事ま で を車でパ ト ロ ール。 踏査する グループ と 車で源藤城林

道 と 蛎崎越林道 を車でパ ト ロ ールす る グループに分かれる 。14:09~14:14 海峡 ラ イ ンM字

カ ー ブ北で19 頭(3Baby) + a を カ ウ ン ト 。 群れの識別でき ず。 電波発信機の受信情報 と して 、

14: 10~14:40 浄水場西で01-B 群の電波 を受信。14:25~14:40 02-B 群 （ID 番号0642) を源藤

城林道 内 で受信。 鳴 き 声 も 聞 こ え る 。

（川 内 地 区）

・ 県道川 内ー佐井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） と 畑 一 牛滝線 を車でパ ト ロ ール。 サル情報はなかっ た。

・ 県道川 内—佐井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） の佐井村 と の境尾根 と 畑 一 牛滝線の縫道石山登 山道入 口 、

川 内球場周辺 ま で車でパ ト ロ ール。12:32~13:06 と15:40~16:00 畑集落西の 除雪ス テー シ

ョ ン周辺 で20 頭(2Baby) + a をカ ウ ン ト 。 電波 を発信 して い な い大人 メ ス （黒テ レメ ） を確認。

◎ 8 月9 日

（脇野沢地区）

•海峡 ラ イ ン （ 国道338 号線） を 工事現場ま で、 脇野沢ー九艘泊ー滝山 を車でパ ト ロ ール。 そ の 間 、

武士泊林道、 滝 山西の林道 を踏査。10:50~11:02 滝 山神社西の林道 を北か ら 南へ移動す る

01-Al 群を23 頭(2Baby) カ ウ ン ト 。

• 海峡 ラ イ ン （ 国道338 号線） を 工事現場ま でを車でパ ト ロ ールの グループ と 道路 を踏査す る グ

ルー プに分かれ る 。 そ の後、 面木沢林道、 源藤城林道 を車でパ ト ロ ール。 海峡ラ イ ン上で前

日 の フ ン を確認す る に と どま っ た。

（川 内地区）

・ 県道川 内—佐井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） の佐井村 と の境尾根 ま で、 畑 一 牛滝線の野平脇野沢分岐

ま で、 湯の小川 沢林道、 安部城沢林道途中 ま でを車でパ ト ロ ール。11:30 野平地区の一本ブ

ナ地点で5 頭のサルを 目 視。 群れ名 不明。

・ 県道川 内—佐井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） の佐井村 と の境尾根 ま で、 畑 一 牛滝線の川 内 ダム ま で、
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湯 の 小川 沢林道、 名 由 川 林道途 中 ま でを 車でパ ト ロ ール。 川 内4左井線 （カ モ シカ ラ イ ン） の

湯野川 開 拓 間道 路上 で新 し い サルの フ ン と 尿 の跡 を 発見す る の み で こ れ以外 の サル情報 は

な か っ た。

• 国道338 号線の 田 野沢地 区 ま で 、 上 ・ 下小倉平地区 、 八木沢林道 、 名 由 沢林道 （踏査） 、 中 川

林道 （踏査） 、 県道川 内ー佐井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） の佐井村 と の境尾根 ま で を 車でパ ト ロ ール。

13:55 県道川 内 ー佐井線 （ カ モ シカ ラ イ ン） の ス ノ ー シ ェ イ ド でハナ レザル、 大人オス1 頭を

確認。

2-3 夏季ニ ホ ンザル躙査 中 に纏鷲 した群れの結果

【 脇野沢地区 】

0 A2-8仏 群

• 2024 年8 月7 日 16:35~16:43 脇野沢地 区 桂沢橋

構成 と れず ． 15 頭＋a （ 内2 Baby)
※ 大人 オス に 電波発信機装着 大人 老 メ ス に 装着 し て い る 電波発信機は電波

を発 し て い な い

0 A87-A 群

• 2024 年8 月6 日 8:35~10:00 新井 田 地 区の 県道

構成 と れず 30 頭十a
※若者 メ ス3 頭 に 電波発信機装着。 それぞれが電波 を発信 し て い る

※+a は かな り い る 。 群れ の個体数は100 頭近 い

0 A87-B 群

• 2024 年8 月5 日 14:10~14:35 芋 田 地区 左股堰堤西

構成 と れず 11 頭 ＋a （内1 Baby)
※ 大人 メ ス に 電波発信機が装着 さ れて い る が 、 電波 を発信 し て い な い

※+a は多数

0 01-Al 群

• 2024 年8 月8 日

く 構成 ＞

16:13~16:28 下滝 山 沢林道

が 阜 性不 明 計

オ ト ナ 1 9 10
ワ カ モ ノ 1 1 ·2

3 歳 3 3
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2~3 歳 1 1
2 歳 1 1
1 歳 4 4
Baby 2 2

計 1 10 12 23

23 頭＋a （内2 Baby)
※大人メ ス2 頭に電波発信機が装着 さ れて い る 。 ただ し1 頭の電波発信機は電

波 を発信 して い な い

0 Ol-A2 群

• 2024 年8 月7 日

く 構成 ＞

9:10~11:10 田 の頭林道 を南か ら 北へ移動時

が 阜 性不明 計

オ ト ナ 4 22 26
ワ カ モ ノ 1 3 4
4~5 歳 1 3 4
4 歳 1 2 3
3 歳 1 1 7 ，
2 歳 7 7

1 歳 1 8 ，
Baby ， ，

計 7 28 36 71

71 頭＋a （内9 Baby)
※ 大人メ ス に電波発信機が装着 さ れて い る

0 01-B 群

• 2024 年8 月7 日

く 構成 ＞

14:40~14:55 下滝山沢林道を東か ら 西へ移動時

が 阜 性不明 計

オ ト ナ 4 13 17

ワ カ モ ノ 3 2 5

3 歳 2 2
· 疇 一

2~3 歳 3 3
I - - -

2 歳 2 2

7



1~2 歳 1 1

1 歳 1 1

Baby 1 4 5

計 8 15 13 36
36 頭＋a （内5 Baby)

※ 大人 メ ス に電波発信機が装着 さ れて い る

〇 不明群 (02-A 群ま た は男川B 群ま たは佐井管 内の群れ）

• 2024 年8 月7 日 9:55~10:30 海峡 ラ イ ン （国道338 号線） 工事現

場手前600m地点

« 構成 ＞

3 早 性不 明 計

オ ト ナ 2 5 7
ワ カ モ ノ 1 4 5
4~5 歳 2 1 1 4
3~4 歳 3 3
2~3 歳 2 2
1~2 歳 1 1

Babyorl 歳 2 2

Baby 1 1

計 5 10 10 25

25 頭＋a （内1 Baby)
※ 電波発信機装着個体な し

0 02-A 群ま たは男川B 群

• 2024 年8 月8 日14:09~14:14
く 構成 ＞

海峡 ラ イ ン （ 国道338 号線）M字カ ー ブ北

が 阜 性不明 計

オ ト ナ 1 6 7
4~5 歳 1 1
4 歳 1 2 3

3 歳 2 2

2 歳 2 2

1 歳 1 1
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Baby
計 ー

―

―

―

8

3
-
10

3
-
19

19 頭＋a （内3 Baby)
※ 電波発信機装着個体なし

0 02-B 群

• 2024 年8 月6 日11:27~14:00
く 構成 ＞

海峡ラ イ ン （国道338 号線）M字カ ープ北

が 早 性不明 計

オ ト ナ 1 15 16
ワ カ モ ノ 3 5 8

4 歳 1 1 1 3
3~4 歳 1 3 4
2 歳 4 4

1~2 歳 1 6 7

Baby 5 5
不明 1 1

計 5 18 25 48

48 頭＋a （内5 Baby)
※ 電波発信機装着大人メ ス1 頭がい る

〇 男川A 群

• 2024 年8 月6 日 11:07~11:53 男川林道 蛎崎雨量計 と 松山沢出合 と の 中間地点

く 構成 ＞

が 辛 性不明 計

オ ト ナ 1 2 3
l

ワ カ モ ノ 1 1

3~4 歳 1 1
2~3 歳 2 2

1 歳 1 1 I

Baby 1 1

計 1 3 5 ＇
，
9 頭＋a （内1 Baby)

※ 電波発信機装着個体はいない

，



0 ハナ レザル ・ オス グループ

• 2024 年8 月6 日11:30 海峡ラ イ ン （国道338 号線） 石碑北

大人オス 1 頭

【 川 内地区 】

0 M2-Bl 群

• 2024 年8 月7 日 15:32~16:oo 県道川 内4左井線 （カ モ シカ ラ イ ン） 町村境の

尾根手前

く 構成 ＞

3 早 性不 明 計

オ ト ナ 4 4 8
ワ カ モ ノ 1 2 2 5
4~5 歳 1 1 2
3~4 歳 3 1 4
2~3 歳 1 4 5
l~2 歳 1 1
Baby 3 3

計 10 6 12 28
28 頭＋a （内3 Baby)

※ 電波発信機装着個体はいな い

0 M2-B2 群

• 2024 年8 月6 日 10:39~11:30 県道川 内 一佐井線 （カ モ シカ ラ イ ン） 砥石沢林道 出合~

と 湯野川 開拓の 中 間地点

く 構成 ＞

3 早 性不明 計

オ ト ナ 2 7 1 10

ワ カ モ ノ 1 3 4

3 歳 4 4

2 歳 4 4

1 歳 4 • 4

Baby 7 7

計 3 10 20 33

33 頭＋a （内7 Baby)
※ 電波発信機装着個体はいな い
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0 M2-B3 群

• 2024 年8 月8 日15:40~16:oo
く 構成 ＞

畑集落西の除雪ス テー シ ョ ン周辺

が 阜 性不明 ， 計

オ ト ナ 1 6 7
ワ カ モ ノ 1 1 2
4~5 歳 1 1

3 歳 1 1 3 5
2 歳 2 2
1 歳 1 1
Baby 2 2

計 3 11 6 20
20 頭＋a （内2 Baby)

※ Baby 持ち の大人 メ ス に黒色の電波発信機が装着 さ れている が、 発信 して

いない

0 安部城北A群

• 2024 年8 月6 日 15:45~16:04 県道川 内 一佐井線 （カ モ シカ ラ イ ン） 大滝公園南

く 構成 ＞

が 早 性不明 計

オ ト ナ 1 11 1 13

ワ カ モ ノ 1 1

4 歳 3 1 4
3 歳 1 3 4

2 歳 4 4

1 歳 1 5 6

Baby 1 2 3

計 6 13 16 35

35 頭＋a （内3 Baby)
※ 電波発信機装着大人メ ス がい

0 ハナ レザル ・ オス グループ

• 2024 年8 月6 日15:03~15:25
く 構成 ＞

11
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年齢 が

大人 2
ワ カ モ ノ 1
4~5 歳 1
4 歳 1
計 5

オス グループ 5 頭

• 2024 年8 月9 日

• 2024 年8 月9 日

13:58 県道川 内4左井線 （カ モ シカ ラ イ ン） ス ノ ー シ ェ イ ド

大人オス 1 頭

11:30 野平地区 一本ブナ近 く

5 頭 十a
※ 上記オス グループ と 同一の可能性あ り 。 ま た 、 佐井管 内 の群れの一部の 可能：

性 も あ る
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2024 年度 踏査ルー ト 図 川 内地 区 （車でのパ ト ロ ールを含む）
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3. 補足調査 （秋季）

0 A87·B 群

• 2024 年9 月11 日9:25~11:30
く 構成 ＞

九艘泊 ー 滝 山線 中 細 間道路

3 ， 性不明 計

オ ト ナ 2 12 14
ワ カ モ ノ 4 2 2 8
4~5 歳 1 1
3~4 歳 4 4
2~3 歳 1 5 6
1~2 歳 3 3
1 歳 1 1 2 4
Baby 2 2 4

計 11 15. 18 44
“頭 （内 紐aby)

※ 大 人 メ ス に 電波発信機が 装着 さ れ て い る が電波 を発信 し て い な い

0 02-A 群 そ の1
• 2024 年9 月10 日

構成 と れず

0 02-A群 そ の2
• 2024 年9 月20 日

く 構成 ＞

海峡ラ イ ン（国道338 号線） 石碑北

30 頭＋a （内2Baby)

海峡ラ イ ン（国道338 号線） M字カ ーブ北

が 牟 性不明 計

オ ト ナ 3 8 11
ワ カ モ ノ 2 4 6
3~4 歳 2 2
2~3 歳 I 1 5 7
1~2 歳 2 2 4
Baby 3 3

計 8 13 12 33
33 頭＋a （内 紐aby)

※ 電波発信個体 は い な い
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0 02-B 群

•2024 年9 月11 日12:05~14:15
く 構成 ＞

海峡ラ イ ン（国道338 号線） M字カ ーブ北

3 早 性不 明 計

オ ト ナ 4 18 22
ワ カ モ ノ 2 3 5
3~4 歳 1 5 6
2~3 歳 3 7 10
1~2 歳 1 2 3
1 歳 3 3
Baby 4 4

計 6 26 21 53
53 頭＋a （内4Baby)

※ 大人 メ ス に電波発信機が装着 さ れて い る

〇 男川B 群

• 2024 年9 月28 日

く 構成 ＞

海峡ラ イ ン（国道338 号線） 大荒川林道分岐南

夕 阜 性不明 計

オ ト ナ 3 9 12
ワ カ モ ノ 2 3 5
3~4 歳 2 2
2~3 歳 3 3
2 歳 2 2
1 歳 1 1
Baby 4 4

計 5 12 12 29
29 頭＋a （内4Baby)
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4. 2024 年度 冬季ニ ホ ンザル生息胃査 （大畑 ・ 薬研地区）

4·1 調査の概要

2024 年12 月21 日 か ら12 月25 日 ま での5 日 間 、 それに調査移動 日 の20 日 と26 日 の

前後2 日 間 を含 め た7 日 間 、14 名 の調査員で、 大畑川流域に生息す る ニ ホ ンザルの生息実

態調査を実施 した。

積雪の状況は 、 林道で5~10 ；ン 、 高地では10~201ン ぐ ら いでかん じ き が な く て も 踏査

がで き たが 、 調査2 日 目 に降雪が あ り 、10 ；ン ～201ン が加算 さ れ、 かん じ き な しでは歩け

な い状況に な っ た。 車での通行 も 不能 と な っ た。 た だ、 大畑 ー 川 内線の重兵衛沢林道ま で

と 囲沢林道内 の分岐ま では伐採作業を して い る た め除雪が して あ り 、 車での走行が可能で

あ っ た。 調査期 間 中 、 日 々 降雪が あ っ た も の の穏やかな天候で、 サル調査 と し ては最適な

条件で あ っ た。

秋の実 り は 、 ブナ 、 ミ ズナ ラ 、 、 ク リ 、 サルナシ、 ヤマ ブ ド ウ 、 、 ガマ ズ ミ はまずま ずの

実 り 、 特に 、 ブナ は豊作であ っ た。 ニ ホ ンザルやク マ に と っ て は秋の恵みに恵まれたシー

ズンであ っ た。

4·2 調査 日 、 な ら びに各パーテ ィ ご と の調査結果

◎12 月20 日 （下見） 曇 り

• 国道279 号線 と 大畑 ー佐井線を 車で下見 、 積雪の状況 と 林道の通行可能が ど う かを下見

す る 。 サルの情報は得 ら れな かっ た。

◎12 月21 日 雪の ち午後 よ り 曇 り

・ 大畑 ー佐井線、 釜の沢林道分岐 よ り1 km地点で引 き 返す。 ウ グイ 滝林道の採石場ま で、 佐

井線の弥一郎林道入 口 ま で、 上秋沢林道入 口 ま で車でパ ト ロ ール。 サル情報な し。

・ 下近藤沢林道 と 上近藤沢林道 を踏査。 サル情報な し。

・ 仁助沢林道 を踏査。 仁助沢の両岸で2~3 日 前の足跡の筋5 本、7本を確認する が 、 進行

方向 は不明 。

・ 弥一郎沢林道 を踏査。11:28 入 口 よ り3km地点で東か ら 西へ横断する本 日 分の10 頭十a
の足跡。 ま た 、 調査の帰路で14:46~15: 10 大畑 ー佐井線の烏沢入 り 口 西200m地点で

サルの群れを発見、 目 撃は大人オス2 頭を含む9頭＋a 、 大畑川 の対岸か ら複数頭の鳴き

声を確認、 個体数はかな り 多い と 思われ る 。

・ 右衛門 四郎沢林道 と 太兵衛沢林道 を踏査。 右衛門 四郎沢林道の林道終点 よ り500m地点あ

た り で複数頭のサルの足跡を確認。2 日 ほ ど前の も ので進行方向 は不明 だが、26 本の筋

を確認す る 。

・ 大畑 ー佐井線を佐井 と の境の尾根ま で踏査。 滝の沢周辺で20~25 頭 ぐ ら い の足跡、1~2
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日 前 の も の。 進行方向 葉不 明 。 ま た 、 滝 ノ 沢 よ り も 西500m地点で28 頭＋a の足助；、1
~2 日 前 の も の で進行方向 は不 明 。 こ れ ら 二地点の 足跡は 同 一 の群れの可能性大。 ま た 、

右衛門 四 郎 沢林道の26 本 の筋の群れ と も 同 一 の可能性が 高い。

・ 囲 沢 の左股 、 右股 を踏査。 サル情報な し。

・ 大畑 ー 川 内線 の長次郎沢林道 と 仁部沢林道 を踏査。 サル情報な し。

・ 大畑 ー 川 内線 の 上秋沢林道 を踏査。 入 口 よ り800m地点でサルの群れ の足跡。1~2 日 前I
の も の 、17 本 の筋 を確認す る が進行方 向 は不 明 。 た だ 、 数頭の足跡は北へ 向 か つ て い た。

◎12 月22 日 曇 り 一時雪

・ 弥一郎沢林道 を桂平南 ま で踏査。 サル情報はな かっ た。

・ 右衛門 四 郎沢林道 と 大畑 ー 佐井線 を踏査。 大畑 ー 佐井線の滝 ノ 沢 出会 い手前で本 日 分•の1
頭の足跡、 西か ら 東へ 向 かっ て い た。 ま た 、 右衛門 四 郎沢林道入 口 と 弥一郎沢林道入 口 と

の 中 間 地点で7 頭 ＋a の足跡 、 北か ら 南へ 向 か っ て い た。

・ 大畑 ー 佐井線の 烏沢入 口 付近 を重点的 に調査。 烏 沢 出会 い よ り 西250m地点で今 日 の~助ヽ

2 頭分 を確認。

・ 三太郎沢林道 の 一つ 目 の左股 、 そ の 奥分岐の左股 を踏査 し たが 、 サル情報 はな かっ た。

・ 囲沢林道 の左股 、 右股を踏査 し た が 、 サル情報 は な かっ た。

・ 大畑 ー 川 内線の階子沢林道 を踏査。 入 口 か ら1.5km地点 を東か ら 西へ横断す る1 頭分の 足；

跡。 ま た 、 入 口 よ り2.5 km地点 の沢側斜面 を2~3 日 前の 足跡の筋4 本 を確認。

・ 大畑 ー 川 内線の重兵衛沢林道 を踏査。 サル情報 は な かっ た。

・ 大畑 ー 川 内線の上秋沢林道 を踏査。 サル情報はな か っ た。

・ 大畑 ー 川 内線の長次郎沢林道 を踏査。 サル情報 は な か っ た。

・ 大畑 ー 川 内線の仁部沢林道 を踏査。 サル情報 は な か っ た。

◎12 月23 日 雪の ち 晴れ

・ 釜の 沢林道 を ゼ ンマ イ 橋の南ま で踏査。 サル情報はな か っ た。 ク マ の足跡 を確認。

・ ウ グイ 滝沢林道 を新朝比奈大橋 の南ま で踏査。 サル情報 は なか っ た。

・ 湯殿の 沢林道 を分岐手前 ま で踏査。 サル情報はな か っ た。

・ 薬研野営場 よ り 北上す る 林道 を踏査。 ヒ°ー ク215 付近で北上す る 今 日 の足跡30 頭 十0 を

確認。

・ 薬研渓流遊歩道 を西か ら東へ踏査。 途 中 、 ピー ク215 西 の林道並びに ブル道 を踏査。 サー

ル情報 な し。

・ 小西股沢林道 を踏査。 小西股沢林道 と 大西股沢林道の分岐付近か ら 小西股沢林道 に今 日 並：

びに 昨 日 の足跡が1 頭分か ら10 数頭分ま で転々 と 確認、 ほ と ん どが西か ら 東へ移動 し て

い た。

・ 大西股沢林道 を踏査。 小西股沢林道 と の分岐か ら 大西股沢林道の送電線下ま で を踏査。 分~
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岐 よ り200m 南の林道を昨 日 分18 本の筋、 今朝の分4 本の筋を確認。 そ の後 も 大西股沢

林道に今朝の足跡1 本の筋、 昨 日 の足跡2 本の筋を確認す る 。

・ 大畑 ー佐井線、 烏沢入 口 か ら 西で道路を北か ら 南へ移動する 足跡を確認、 烏沢 と 三太郎沢

間で観察待機する 。

・ 大畑 ー佐井線の三太郎沢出会 い よ り 東600m 地点で北か ら 南へ移動す る サルをカ ウ ン ト 。

． 死角 と な っ て いた足跡分を含め、74 頭十a を確認す る 。 そ の後 、 三太郎沢林道の分岐手

前ま で踏査。 すでに2 頭分の足跡、 東か ら 西へ移動 していた。

・ 大畑 ー佐井線の雨量観測所西500m 地点ま で、 右衛門 四郎沢林道終点 よ り400m 手前ま

でを踏査。10:35 右衛門 四郎沢入 口 で1 頭のサルを 目 撃、11:10 ま で叫び声を よ く あ げて

いた。 そ の後 こ のサルは大畑 ー佐井線の道路を北か ら 南へ移動 して い っ た。 ま た、14:20
足跡3頭分が道路を南か ら 北へ移動 し、 弥一郎沢出合付近、 よ く 叫ぶ1頭の声を確認 した。

・ 大畑 ー 川 内線の仁部沢の林道 出会いま でを車でパ ト ロ ール 、 そ の後 、 弥一郎沢林道 を送電

線直下ま で踏査。 サル情報は なかっ た。 。

◎12 月24 日 雪の ち曇 り

・ 薬研遊歩道か ら佐藤平林道への林道 を踏査。 大西股沢林道か ら の伸び る 道 と の合流点近

く で3 本の筋に な っ て い る 足跡を確認。 進行方向 は不明、1~2 日 ほ どの前の も の。

・ 薬研野営場か ら佐藤平林道へ続 く 林道 を踏査。 サル情報な し。

・ 小西股沢林道を送電線直下 よ り 北250m 付近ま で踏査。 昨 日 分の足跡は確認でき たが、

新 しい も の はなかっ た。

・ 大西股沢林道を送電線直下 よ り400m ぐ ら いの地点ま で踏査。 昨 日 分の足跡は確認でき

たが 、 新 し い も のはなかっ た。

・ 大畑 ー佐井線の三太郎沢 出会 いか ら川 内線の分岐ま でを車でパ ト ロ ール。 三太郎沢林道

の左股並びに三つ又分岐ま でを踏査。 新右衛門沢林道、 下獅子沢林道を踏査。 サル情報

はなかっ た。

• 上近藤沢林道 、 下近藤沢林道 を踏査。 サル情報はなかっ た。

・ 弥一郎沢林道、 大畑 ー佐井線の滝ノ 沢出会い東400m 地点ま でを踏査。12:30~13:30 大

畑 ー佐井線の雨量観測所 よ り 西200m 地点でサルの群れを発見。 東か ら 西へ道路を横断

していた。 目 視3 頭、 足跡22 頭分を数え る が 、 ま だ東側斜面に複数頭い る こ と が嗚き

声か ら確認でき た。

・ 囲沢林道の入 口 ま でを車でパ ト ロ ール。 右衛門 四郎沢林道、 弥一郎沢林道を踏査。 サル

情報はなかっ た。

・ 自 然の家か ら調査地に 向 か う 途中 、 木野部峠の新道の橋付近で8:45~s:55 5 頭十a を

目 撃。 別の調査員 にバ ト ン タ ッ チする 。 ただ、 そ の後 、 こ れ以上のサル情報は得 られな

かっ た。

・ 大畑 ー 川 内線の長次郎沢林道を踏査。 サル情報はな し。
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・ 大畑 ー 川 内線 の 上秋沢林道 を 踏査。 サル情報 は な し。

◎12 月25 日 晴れ 穏やか

・ ウ グ イ 滝沢林道 を 踏査。11:55~12:43 新朝 比奈大橋 の南西150m 地点 でサルの群れ を

発 見。10 頭（大人 オ ス1、Baby2 頭 を含む） を 目 視 し た。 鳴 き 声な どか ら10 頭 ＋a を確

認す る 。

・ 釜 の 沢林道 を踏査。 ゲー ト す ぐ の道路 に 昨 日 分の足跡、 大1 ， 中1 南西か ら 北東へ移動 し

て い た 。 ま た 、 ゲー ト か ら1 畑奥 の橋 の 手前で2 日 前の足跡1 頭分 を確認、 進行方 向 は

不 明 。

・ 調査地へ 向 か う 途 中 、8:50~14:00 旧 二枚橋小学校南の休耕畑で7 頭 のサル を 目 視 、 電；

波発信機情報 か らKo·A2·b 群。 そ の後 、 バ イ パ ス 新道 を東 の海側 か ら 西の 山 側へ横断すー

る19 頭の足跡 と ま だ海側 に い る6 頭（大人 オス2 を含む） を観察。 横断 し た サルの う ち

12 頭（大人 オ ス1、Baby2 を含む） の構成が と れ る 。 ツル ウ メ モ ド キ 、 カ キ 、 放置野菜等

を採食 し て い た 。

• 高橋川 林道 を踏査。 嵩橋川 林道 の終点近 く で6 頭 ＋a の足跡、24 日 以前の も の 。 ク マ の

新 し い足跡 を確認。

• 関根橋集落 、 な ら び に 小 目 名 沢林道 を 車でパ ト ロ ール と 踏査。 サル情報な し。

・ 昼飯場沢林道 を 踏査。 サル情報 な し。

・ 曽 古部川 林道 を 踏査。 サル情報 な し 。

・ 薬研野営場か ら 佐藤平林道へ続 く 林道 を 大西股林道 と の分岐 ま で 、 帰路 は一つ東の 沢 を

下 る ルー ト を 踏査。 サル情報 は な かっ た。

・ 大畑 ー 佐井線 を川 内 と の分岐 ま で を 車でパ ト ロ ール。 サル情報 はな かっ た。 ク マ1 頭分

の新 し い足跡 を確認 し た。

※ 冬季調査にお い て積雪 の状況 は調査 の成果 を 大 き く 左右す る 。 今回 、 積雪 は あ っ た も の の

最終 日 を 除 く 毎 日 、 昼夜 に 断続的 に降雪が あ り 、 足跡 を確認 し て も 本 日 分な の か、 前 日 ま

た は 前々 日 の も の な の か、 こ の判断が難 し い く ら い の 条件 だ っ た。 ま た 、 風の通 り 道や突

風 も 足跡の新 旧 の判断を難 し く し て い た。 よ っ て 、 今回 の報告で は 、 足跡の筋 と い う 表現

が 多 く 、 進行方向 が不明 と い う 結果が 目 立つ報告 と な っ て い る 。
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4-3 冬季ニホ ンザル生息調査中 に鶴認 した群れの結果

【 ゲー ト 東側 大畑川 下流部 】

0 12-Al 群（キ ノ ッ プA 群） ま たは I2-A2 群（キ ノ ッ プB 群）

• 2024 年12 月24 日 8:45~8:55 木野部峠の新道の橋付近

構成 と れず 5 頭十a
大人メ ス2 ワ カ モ ノ 性不明1 2~3 歳性不明 l)

0 Ko·A2·b 群（イ ロ ハB2 群）

• 2024 年12 月25 日 8:50~14:00 国道279 号線 新道 大畑道集落周辺

く 構成 ＞

が 卒 性不明 計

オ ト ナ 3 6 1 10
ワ カ モ ノ 1 1 1 3
4 歳 1 1 2
3 歳 1 1 2
2 歳 2 2
1 歳 4 4
Baby 2 2

計 5 8 12 25

※大人の メ ス に電波発信機が装着 さ れてい る

25 頭＋a （内2Baby)

0 Ka群

• 2024 年12 月23 日

構成 と れず

0 Ko·Al群（イ ロ ハA 群）

• 2024 年12 月23 日

構成 と れず

,23

小西股林道 佐藤平林道 と の分岐周辺

16 頭＋a （足跡］

薬研野営場か ら佐藤平へ上 る林道

30 頭＋a （ 足籐l



O S2 群（恐 山 の群れ）

• 2024 年12 月25 日11:55~12:43
く 構成 »

ウ グイ 滝沢林道 中流部

が 牟 性不 明 計

オ ト ナ 1 5 6
ワ カ モ ノ 1 1

2 歳 1 1
Baby 1 1 2

計 2 6 2 10
10 頭＋a （内2Baby)

※ 今回 の調査で釜 の 沢林道 でサルの群れの確認が な か っ た こ と で、 尾根ひ と つ西で；

確認 し た こ の群れ をS2 群（恐 山 の群れ） と し た。

〇 不 明群 <Ko·Bl 群（ハイ ロA群） ま た はKo·B2 群（ハイ ロB 群））

• 2024 年12 月25 日 高橋川林道 中 流部

構成 と れず 6 頭 十a 【 足蹟； ）

0 ハナ レザル ・ オス グループ

• 2024 年12 月25 日 釜 の 沢林道 ゲー ト 近 く

【 ゲー ト 西側 大畑川 上流部 】

足跡大1、 中1 2 頭分~

0 13-A 群

·2024年12月23 日

く 構成 »

大畑 ー 佐井線 烏沢林道 出合 と 三太郎沢林道 出合 と の 間 道：

路 を左岸か ら 右岸へ横断す る 時

3 阜 性不明 計

オ ト ナ ・ 11 11 22
ワ カ モ ノ 4 3 3 10
4~5 歳 4 6 10

24



3~4 歳 14 14
2 歳 2 2
1 歳 4 4
Baby 4 4
不明 8 8
計 19 14 41 74

74頭＋a （内 位aby)
※不明8 頭の 内7 頭は足跡に よ る 確認。

0 M2-A群関連の4 群(M2-Al 群 M2-A2 群 M2-A3 群M2-A4 群）

観察場所 と 個体数か ら の推定

OM2-Al 群（弥一郎沢の群れ）

• 2024 年12 月21 日

構成 と れず

OM2-A2 群（上秋沢の群れ）

• 2024 年12 月21 日

構成 と れず

OM2-A3 群（囲沢の群れ）

• 2024 年12 月22 日

構成 と れず

0群れ名 が不明

• 2024年12 月21 日

構成 と れず

• 2024 年12 月21 日

構成 と れず

大畑 ー佐井線 右衛門 四郎沢 出合 よ り 西

28 頭＋a 【足跡J

上秋沢林道入 口 よ り800m地点

17 頭＋a （足跡）

※17 頭は17 本の筋 、 複数頭が通 っ た跡

階子沢林道入 口 よ り2.5 km地点の沢側斜面

4頭＋a （足跡】

※4頭は4本の筋、 複数頭が通 っ た跡。 一筋

一筋が深 く 掘れてお り 、 多頭数が通っ た こ

と が読み と れた。

弥一郎沢林道 送電線北を東か ら西へ横断

10 頭 十a 【足籐）

仁部沢林道

8 頭＋a （足蔭l
※8頭は8本の筋、 複数頭が通っ た跡
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5. 補足胃査（冬季）

0 A2•糾A 群

• 2025 年1 月20 日

構成 と れず

七 引 地 区 国道338 号線 を東か ら 西へ移動時

24 頭 ＋a (足跡 】

• 2025 年2 月2 日12:00~14:30
く 構成 ＞

牛 の 首公 園 広場

が 阜 性不 明 計

オ ト ナ 1 7 8
ワ カ モ ノ 2 2
5~6 歳 2 2
3~4 歳 3 3
2~3 歳 4 4
1~2 歳 1 2 3
Baby 2 2

計 6 7 11 24
24 頭（内2Baby)

※ 大 人 オ ス に 電波発信機 が装着 さ れ て い る 。 大 人 メ ス に 装着 さ れて い る 発信機

は発信 し て い な い。

0 A2·84B 群

• 2025 年2 月2 日

く 構成 ＞

10:20~10:50 白 岩 海岸線

が 牟 性不 明 計

オ ト ナ 1 3 4
3~4 歳 1 1
2~3 歳 1 1 2
1~2 歳 1 1 2

計 4 5 ，
9 頭

※ 大 人 メ ス3 頭 に 電波発信機 が 装着 さ れ て い る が 、 発信 し て い る の は1 頭

の み。

※2024 年 の 夏 か ら 秋 に か け て 大人オス1 頭が群れ に入 っ た 。
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O A286 群

• 2025 年1 月29 日

く 構成 ＞

14:45~15:00 国道338 号線 口 広林道 出合地点

の送電線 を東か ら 西へ移動時

3 早 性不 明 計

オ ト ナ 1 5 6
ワ カ モ ノ 5 5

3 歳 1 1
2~3 歳 2 2
2 歳 1 2 3

1~2 歳 2 2
1 歳 1 1
Baby 1 1 2 4

計 4 18 2 24
24 頭（内4Baby)

※大人 メ ス4 頭に電波発信機を装着、1 頭のみが電波 を発信 し て い る 。

0 A87·A 群

• 2025 年2 月3 日9:20~11:30
く 構成 ＞

芋 田 地区の海岸 を東か ら 西へ移劉］

か 早 性不 明 計

オ ト ナ 4 29 33
ワ カ モ ノ 5 5 10
5~6 歳 3 3
4~5 歳 2 2 4
3~4 歳 6 1 2 ，
2~3 歳 3 7 10
1~2 歳 7 4 11
Baby 1 1 11 13

計 31 47 15 93
98 頭（内13Baby)

※ ワ カ モ ノ 釦3 頭に電波発信機 を装着、2 頭が電波 を発信 し て い る 。

※Baby は15 頭誕生。1 頭は行方不明 、 も う1 頭は親子で捕獲駆除 さ れた。
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0 M2-B3 群 そ の2
• 2025 年2 月27 日10:25~10:50

く 構成 ＞

旧 湯野川 小学校 と 畑集落間 県道川

内 一 佐井線 を西か ら東へ横断時

が 卒 性不 明 計

オ ト ナ 4 8 12
ワ カ モ ノ 1 3 3 7
2~3 歳 3 3
1~2 歳 2 2
1 歳 4 4
Baby 2 2

計 5 11 14 30
30 頭（内2珈by)

※ 大 人 メ ス に 電波 発信機 を装着 し て い る

0 12-Al群 （キ ノ ッ プA群）

• 2025 年3 月4 日14:05~14.40

く 構成 ＞

国道279 号線 木野部峠 ハー モ ニー

橋北200m地点

d 早 性不 明 計

オ ト ナ 2 8 10
ワ カ モ ノ 1 1 1 3
3~4 歳 1 1 --

2~3 歳 1 2 3 |

2 歳 2 2
B~1 歳 2 2
Baby 6 6

- -

計 3 10 14 27
27 頭（内6Baby) +c

※ 電波発信機 は装着 さ れ て い な い

0 12-Al群 （キ ノ ッ プB 群）

• 2025 年3 月10 日 12:05~12:2·5 国道279 号線 木野部峠 新 し い橋付近

く 構成 ＞

[ | が JI ＿ ＿ 足 ― | 性不明I 計
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オ ト ナ 1 5 6
ワ カ モ ノ 1 1

4 歳 1 1
3 歳 1 1
Baby 2 2

計 2 6 3 11
11 頭（内2Baby) + a

※電波発信機 は装着 さ れて い な い

0 12·C 群

• 2026 年3 月4 日12:20~14:00

く 構成 ＞

国道279 号線 木野部峠 旧 道 を 山側

か ら 谷側へ道路横断時

3 阜 性不 明 計

オ ト ナ 6 7 13
ワ カ モ ノ 4 2 2 8
3~4 歳 1 1
3 歳 1 1

2~3 歳 1 1 2
2 歳 2 2
1 歳 2 2
Baby 2 2

計 13 ， ， 31
31 頭（内2Baby) +c

※ 電波発信機 は装着 さ れて い な い

※2025 年3 月4 日 に木野部峠で ほ ぼ同 時刻 に別 の地点 で二つ の群れ を確認 し た。 個体数、

発見場所 、 電波発信機の状況な どか らI2•A1 群（ キ ノ ッ プA群） とI2•C 群 と 推測 し たが 、

群れ の識別が 困難な こ と か ら 、 今報告では便宜上ハーモ ニ ー橋北の群れ をI2·Al 群（キ

ノ ッ プA 群） と し 、 旧 道 の群れをI2•C 群 と し た。12-c 群 に は鼻が大 き く 切れ、 不具合

な形状 に な っ て い る ワ カ モ ノ の オス が い る 。 ま た 、I2·Al 群（キ ノ ッ プA 群） に はBaby
が6 頭 と やや多 い。 同 日 こ の2 群を観察 中 、 野猿監視員が通 り が か り 、 「今、 赤川 地区

でサルの群れが 出没 し て い る 。 そ の現場に 向 かっ て い る 」 と の情報 を得 る 。 こ の群れは

2023 年12 月23 日 に 下北 自 然の家近 く で確認 した20 頭十a(2B)の群れ と 同一 と 思 わ

れ る 。2023 年度 の報告では風間浦村管轄の群れ と し て い る 。
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現状で得て い る 情報 を整理 してみ る と 、 下北 自 然の家か ら 大畑町の運動公園 ま での 間

に12-Al 群（ キ ノ ッ プA 群） 、 l2·A2 群（キ ノ ッ プB 群）、12-c 群、Ko·A2·b 群（イ ロ ハ

B2 群） 、 風間浦管轄の群れの5 群が遊動域を持っ て い る。12-c 群、Ko·A2·b 群（イ ロ ハ

B2 群） 、 風間浦管轄の群れの3 群は木野部峠がた ま た ま遊動域の端っ こ であ り 、 主な る

遊動域 と して い る の は12-Al 群（キ ノ ッ プA 群） 、 l2·A2 群（ キ ノ ッ プB 群） の2 群であ

る 。Ko-A2-b 群（イ ロ ハB2 群） は電波発信機装着個体がい る 。

0 Ko·Bl 群（ハイ ロA 群）

·2025 年3 月4 日10:30~11:00

く 構成 ＞

県道大畑 ー佐井線 貯木場対面を西か ら

東へ移動時

g 阜 性不明 計

オ ト ナ 2 13 15
ワ カ モ ノ 2 1

l
3

4~5 歳 2 2
• -

3 歳 1 1
2~3 歳 1 1 2
2 歳 1 1

1~2 歳 1 1 2
1 歳 1 1 2
Baby 1 2 3

計 6 17 8 31
31 頭（内3Baby) + a

※電波発信機は装着 さ れて いない

0 Ko·B2 群（ハイ ロB 群）

• 2025 年3 月4 日11:35~12:05
く 構成 ＞

県道大畑 •佐井線 羽色神社東斜面

- -

3 卒 性不明 計

オ ト ナ 1 6 7
ワ カ モ ノ 2 2
4~5 歳 1 1
3~4 歳 1 2 3
2~3 歳 l 1-- -

2 歳 3 3
- - --
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＼

1~2 歳 1 1
1 歳 1 1
計 4 ， 6 19

19 頭十a
※電波発信機は装着 さ れて いな い

※Baby の確認がで き なかっ た

〇 不明騨

• 2025 年1 月11 日

構成 と れず

14:00~14:20 国道338 号線 むつ市堺 田 地区 フ ァ ミ

リ ーマー ト の 向 かい

15 頭 ＋a （内2Baby)
大 人 オ ス4頭を確認 ＋a は多数、

※電波発信機は装着 さ れて いな い

ハナ レ ザル

• 2025 年3 月10 日 10:25 国道338 号線 旧 戸沢小学校対面 の 山側 の休耕地

老オス 1 頭
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6. 2024年度 各群れご と の結果

〖 脇野沢地 区 〗

◎ A2•以A群

• 2025 年2 月2 日12:00~14:30
く 構成 ＞

が 阜 性不明 計

オ ト ナ 1 7 8
ワ カ モ ノ 2 2
5~6 歳 2 2
3~4 歳 3 3
2~3 歳 4 4
1~2 歳 1 2 3
Baby 2 2

計 6 7 11 24

牛の首公園広場

24 頭（内2Baby)
※大人オス に電波発信機が装着 さ れて い る 。 大人 メ ス に装着 されてい る 発信機

は発信 し て いない。

◎A2·84B 群

• 2025 年2 月2 日

＜ 構成 ＞

10:20~10:50 白岩 海岸線

が 辛 性不明 計

オ ト ナ 1 3 4
3~4 歳 1 1
2~3 歳 1 1 2
1~2 歳 1 1 2

計 4 5 ，
9 頭

※大人メ ス3 頭に電波発信機が装着 さ れてい る が、 発信 してい る のは1 頭

のみ。

※2024 年の夏か ら秋にかけて大人オス1 頭が群れに入っ た。

◎ 紐85 群

• 2025 年1 月29 日 14:45~15:00
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く 構成 ク

か 早 性不明 計

オ ト ナ 1 5 6
ワ カ モ ノ 5 5

3 歳 1 1
2~3 歳 2 2
2 歳 1 2 3

1~2 歳 2 2
1 歳 1 1
Baby 1 1 2 4

計 4 18 2 24
24 頭（内4Baby)

※大人 メ ス4 頭に電波発信機を装着、1 頭のみが電波 を発信 して い る。

◎A87·A 群

• 2025 年2 月3 日9:20~11:30
く 構成 »

芋田 地区の海岸 を東か ら 西へ移動

か 牟 性不明 計

オ ト ナ 4 29 33
ワ カ モ ノ 5 5 10
5~6 歳 3 3
4~5 歳 2 2 4
3~4 歳 6 1 2 ，
2~3 歳 3 7 10
1~2 歳 7 4 11
Baby 1 1 11 13

計 31 47 15 93
93 頭（内13Baby)

※ ワ カ モ ノ -9-3 頭に電波発信機が装着 さ れ、2 頭が電波 を発信 して い る 。

※Baby は15 頭誕生。1 頭は行方不明 、 も う1 頭は親子で捕獲駆除 さ れた。

◎A87·B 群

• 2024 年9 月11 日9:25~11:30
く 構成 ＞

36
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か 早 性不明 計

オ ト ナ 2 12 14
ワ カ モ ノ 4 2 2 8
4~5 歳 1 1
3~4 歳 4 4
2~3 歳 1 5 6
1~2 歳 3 3
1 歳 1 1 2 4
Baby 2 2 4

計 11 15 18 44
“頭 （内4Baby)

※ 大人メ ス2 頭に電波発信機を装着 して い る が、1 頭のみが電波を発信 してい

る 。 新 し く 電波発信機装着作業 中、Baby が死亡 した。

◎01-Al 群

• 2024 年8 月9 日

く 構成 ＞

10:50~11:os 滝山神社西の林道を北か ら 南へ移動時

3 阜 性不明 計

オ ト ナ 1 9 10
ワ カ モ ノ 1 1 2

3 歳 3 3
2~3 歳 1 1
2 歳 1 1
1 歳 4 4
Baby 2 2

計 1 10 12 23
23 頭＋a （内2 Baby)

※大人メ ス2 頭に電波発信機が装着 さ れて い る 。 ただ し1 頭の電波発信機は電

波 を発信 していな い

◎Ol-A2 群

• 2024 年8 月7 日

く 構成 ＞

I
9:10~11:10

が1 牟
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田 の頭林道を南か ら 北へ移動時

性不明I 計



オ ト ナ 4 22 26

ワ カ モ ノ 1 3 4
4~5 歳 1 3 4
4 歳 1 2 3
3 歳 1 1 7 ，
2 歳 7 7

1 歳 1 8 ，
Baby ， ，

計 7 28 36 71

※ 大人 メ ス に電波発信機が装着 さ れて い る

71 頭＋a （内9 Baby}

◎01-B 群

• 2024 年8 月7 日

く 構成 ＞

14:40~14:55 下滝 山 沢林道 を東か ら 西へ移動時

か 早 性不 明 計

オ ト ナ 4 13 17
ワ カ モ ノ 3 2 5

3 歳 2 2
2~3 歳 3 3
2 歳 2 2

1~2 歳 1 1

1 歳 1 1

Baby 1 4 5

計 8 15 13 36

36 頭＋a （内5 Baby}
※ 大人 メ ス に電波発信機が装着 さ れて い る

◎02-A群 その1
• 2024 年9 月10 日

構成 と れず
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海峡ラ イ ン（国道338 号線） 石碑北

30 頭＋a （内2Baby)



◎02-A 群 その2
• 2024 年9 月20 日

く 構成 ＞

海峡ラ イ ン（国道338 号線） M字カ ーブ北

3 ， 性不明 計

オ ト ナ 3 8 11
ワ カ モ ノ 2 4 6
3~4 歳 2 2
2~3 歳 1, 1 5 7
1~2 歳 2 2 4
Baby 3 3

計 8 13 12 33
33頭＋a （内 心aby)

※電波発信個体はいな い

※02-A 群に 関 して は2021 年の調査で69 頭 十 o:(15Baby)の観察が あ る 。 そ の後 、 こ の個体

数 と 同等 も し く は超え た観察はな い。 よ っ て 、 分裂 し て い る 可能性が商 く 、 今回の調査で国

道338 号線（海峡 ラ イ ン） の ゲー ト か ら 流汗台 ま での 間で観察 した群れ を精査 し、02-A 群そ

の1 と02-A 群そ の2 と した。 生息域が重な る02-B 群 と の識別は、02•B 群に は電波発信

機装着メ ス個体が い る こ と であ る 。 ただ、 生息域が重な る 男川B 群 と の違いは識別でき る

個体等が いな いた め 、 判断が難 し い状況であ る 。 現状では国道338 号線の ゲー ト よ り 北で、

02·A 群そ の1、02-A 群そ の2、02·B 群（電波発信機あ り ） 、 男川B 群の4群 と ゲー ト 近 く

ま で遊動域を広げて い るOl·B 群（電波発信機あ り ） の5 群が生息 して い る 。

◎02-B 群

•2024 年9 月11 日12:05~14:15
く 構成 ＞

海峡ラ イ ン（国道338 号線） M字カ ーブ北

3 阜 性不明 計

オ ト ナ 4 18 22
ワ カ モ ノ 2 3 5

- -

3~4 歳 1 5 6
2~3 歳 3 7 10
1~2 歳 1 2 3

·,

1 歳 3 3
Baby 4 4
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計 6 26 21 53_」
53 頭＋a （内4Baby)

※ 大人 メ ス に電波発信機が装着 さ れて い る

◎ 男川A 群

• 2024 年8 月6 日 11:07~11:53 男 川 林道 蛎崎雨量計 と 松 山 沢 出合 と の 中 間 地点

く 構成 ＞

ふ 早 性不 明 計

オ ト ナ 1 2 3
ワ カ モ ノ 1 1
3~4 歳 1 1
2~3 歳 2 2

1 歳 1 1
Baby 1 1

計 1 3 5 ，
9 頭＋a （ 内1 Baby)

※ 電波発信機装着個体はいな い

◎ 男川B 群

• 2024 年9 月28 日

く 構成 ＞

海峡 ラ イ ン（国道338 号線） 大荒川 林道分岐南

か 辛 性不 明 計

オ ト ナ 3 9 12
ワ カ モ ノ 2 3 5
3~4 歳 2 2
2~3 歳 3 3
2 歳 2 2
1 歳 1 1
Baby 4 4

計 5 12 12 29
29 頭＋a （内 位aby)

※ 電波発信機装着個体はいな い
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◎ ハナ レザル ・ オス グループ

• 2024 年8 月6 日11:30 海峡ラ イ ン （国道338 号線） 石碑北

大人オス 1 贖

〖 川 内地区 】

◎M2-Bl 群

• 2024 年8 月7 日 15:32~16:oo 県道川 内4生井線 （カ モ シカ ラ イ ン） 町村境の

尾根手前

く 構成 ＞

3 卒 性不明 計

オ ト ナ 4 4 8
ワ カ モ ノ 1 2 2 5
4~5 歳 1 1 2
3~4 歳 3 1 4
2~3 歳 1 4 5

1~2 歳 1 1

Baby 3 3

計 10 6 12 28
28 頭＋a （内3 Baby}

※ 電波発信機装着個体はいな い

◎M2-B2群
• 2024 年8 月6 日 10:39~11:30 県道川 内 一佐井線 （カ モ シカ ラ イ ン） 砥石沢林道出合

と 湯野川 開拓の中 間地点

く 構成 ＞

g 阜 性不明 計

オ ト ナ 2 7 1 10

ワ カ モ ノ 1 3 4
- - -

3 歳 4 4
~ -

2 歳 4 4
- -

1 歳 4 4
- -

Baby 7 7
.·, L - -

計 3 10 20 33
＇

33 頭＋ “ (内7 Baby}
※ 電波発信機装着個体はいない
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◎M2-B3 壽 そ の1
• 2024 年8 月8 日15:40~16:oo

く 構成 ＞

畑集落西 の 除雪 ス テー シ ョ ン周辺

g ， 性不 明 計

オ ト ナ 1 6 7
ワ カ モ ノ 1. 1 2
4~5 歳 1 1

3 歳 1 1 3 5
2 歳 2 2
1 歳 1 1
Baby 2 2.

計 3 11 6 20
20 頭＋a （内2 Baby)

※ Baby 持 ち の 大人 メ ス に 黒色 の 電波発信機が装着 さ れて い る が 、 発信 し て

い な い

◎M2·B3 群 そ の2
• 2025 年2 月27 日10:25~10:50

く 構成 ＞

旧 湯野川 小学校 と 畑集落間 県道川

内 一 佐井線 を西か ら 東へ横断時

か 牟 性不 明 計

オ ト ナ 4 8 12
ワ カ モ ノ 1 3 3 7
2~3 歳 3 3
1~2 歳 2 2
1 歳 4 4
Baby 2 2

計 5 11 14 30
30 頭（内2Baby)

※大人 メ ス に電波発信機 を装着 し て い る

※M2·B3 群に つ い て は、2022 年の調査で45 頭 ＋a の個体数を カ ウ ン ト し て い た。 ま た 、 電

波発信機装着 メ ス 個体が い た こ と も あ り 、 毎年群れの確認 し て い た。2023 年の調査では17
頭＋a の個体数の カ ウ ン ト だっ た。2024 年に な り 電波発信機装着個体の確認状況 と 個体~

の状況か ら 分裂 し て い る 可能性が 高 い と 判断 し 、 そ の1 と そ の2 と した。 と も に電波発信機
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を装着 し て い る が 、 そ の1 は電波を発信 し て いない。

◎ 安部城北A群

• 2024 年8 月6 日 15:45~16:04 県道川 内 一佐井線 （カ モ シカ ラ イ ン） 大滝公園南

く 構成 ＞

3 阜 性不明 計

オ ト ナ 1 11 1 13
ワ カ モ ノ 1 1

4 歳 3 1 4
3 歳 1 3 4
2 歳 4 4
1 歳 1 5 6

Baby 1 2 3

計 6 13 16 35
35 頭＋a （内3 Baby)

※ 電波発信機装着大人 メ ス が い る 。

◎ 安部城北B 群

今回の調査で未葎圏

◎ 湯の小沢の群れ

今回の●査で未肇露

※2023 年度の報告で2023 年11 月12 日 蓑川地区で捕獲 した4~5 歳の メ ス に電波発信機

を装着 、 そ の個体の群れ を湯の小沢野群れの可能性が あ る と し て い た が 、 こ の群れは、

安部城北B 群の個体の可能性が高い こ と がそ の後判明 した。

◎ ハナ レザル ・ オス グループ

• 2024 年8 月9 日13:58 県道川 内4生井線 （カ モ シカ ラ イ ン） ス ノ ーシ ェイ ド

大人オス 1 頭
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く 参考 ＞

• 2024 年8 月6 日

く 構成 ＞

15:03~15:25 川 内 ダム

年齢 が

大 人 2
ワ カ モ ノ 1
4~5 歳 1
4 歳 1
計 5

• 2024 年8 月9 日

オス グループ 5 頭

11:30 野平地区 一本ブナ近 く

5 頭＋c

※上記川 内 ダム な ら びに野平地区で観察 したサルは 、 佐井村管 内 のZ 群関連の群れ と

関 り が あ る と 判断 し、 参考資料 と して記載す る 。

（ 大畑 ・ 薬研地区 】

【 ゲー ト 東側 大畑川下流部 ］

◎12-Al群 （キ ノ ッ プA群）

• 2025 年3 月4 日14:05~14.40

く 構成 ＞

国道279 号線 木野部峠 ハーモ ニー

橋北200m地点

が 早 性不 明 計

オ ト ナ 2 8 10
ワ カ モ ノ 1 1 1 3
3~4 歳 1 1
2~3 歳 1 2 3
2 歳 2 2

B~1 歳 2 2
Baby 6 6

計 3 10 14 27
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27 頭（内6Baby) +a
※電波発信機は装着 されていない

※今回の報告の12-C 群 と 群れの識別ができ ていないため、l2·C 群の可能性も

あ る 。

◎I2·Al群 （キ ノ ッ プB 群）

• 2025 年3 月10 日 12:05~12:25 国道279 号線 木野部峠 新 しい橋付近

く 構成 ＞

d 早 性不明 計

オ ト ナ 1 5 6
ワ カ モ ノ 1 1
4 歳 1 1
3 歳 1 1
Baby 2 2

計 2 6 3 11
11 頭（内2:Baby) + a

※電波発信機は装着 されていない

◎12-c 群

• 2025 年3 月4 日12:20~14:00

く 構成 ＞

国道279 号線 木野部峠 旧道を 山側

か ら谷側へ道路横断時

か 牟 性不明 計

オ ト ナ 6 7 13
ワ カ モ ノ 4 2 2 8

--

3~4 歳 1 1
3 歳 1 1

2~3 歳 1 1 2
2 歳 2 2
1 歳 2 2
Baby 2 2

計 13 ， l ， 31 'Il

31 頭（内2Baby) +a
※電波発信機は装着 されていない
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※今 回 の報告のI2·Al 群 （ キ ノ ッ プA 群） と 群れの識別がで き て い ないた め 、

l2·Al 群 （ キ ノ ッ プA 群） の可能性 も あ る 。

◎Ka群

• 2024 年12 月23 日

構成 と れず

◎Ko·Al 群（イ ロ ハA群）

• 2024 年12 月23 日

構成 と れず

小西股林道 佐藤平林道 と の分岐周辺

16 頭＋a 【足跡 】

薬研野営場か ら佐藤平へ上 る林道

30 頭＋a （ 足跡】

◎Ko·A2·a 群（イ ロ ハBl群）

今回の調査で確認でき なかっ た。

※ 大人 メ ス に電波発信機が装着 さ れて い る 。

◎Ko·A2·b 群（イ ロ ハB2 群）

• 2024 年12 月25 日 8:50~14:00 国道279 号線 新道 大畑道集落周辺

く 構成 ＞

3 早 性不明 計

オ ト ナ 3 6 1 10
ワ カ モ ノ 1 1 1 3
4 歳 1 1 2
3 歳 1 1 2
2 歳 2 2
1 歳 4 4
Baby 2 2

計 ' 5 8 12 25
25 頭＋a （内2Baby)

※大人の メ ス に電波発信機が装着 さ れて い る
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◎Ko·Bl群（ハイ ロA群）

•2025 年3 月4 日10:30~11:00

く 構成 ＞

県道大畑ー佐井線 貯木場対面を西か ら

東へ移動時

3 早 性不明 計

オ ト ナ 2 13 15
ワ カ モ ノ 2 1 3
4~5 歳 2 2
3 歳 1 1

2~3 歳 1 1 2
2 歳 1 1

1~2 歳 1 1 2
1 歳 1 1 2
Baby 1 2 3

計 6 17 8 31
31 頭（内SBaby) + o

※電波発信機は装着 さ れて いない

◎Ko·B2 群（ハイ ロB 群）

• 2025 年3 月4 日11:35~12:05
く 構成 ＞

県道大畑 ー佐井線 羽色神社東斜面

d 阜 性不明 計

オ ト ナ 1 6 7
ワカ モ ノ 2 2
4~5 歳 1 1
3~4 歳 1 2 3
2~3 歳 1 1
2 歳 3 3

1~2 歳 1 1
1 歳 1 1
計 4 ， 6 19

19 頭十a
※電波発信機は装着 さ れていない

※Baby の確認ができ なかっ た
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◎ S2 群（恐山 の群れ）

• 2024 年12 月25 日11:55~12:43
く 構成 ＞

ウ グイ 滝沢林道 中流部

が 早 性不 明 計

オ ト ナ 1 5 6
ワ カ モ ノ 1 1
2 歳 1 1
Baby 1 1 2

計 2 6 2 10
10 頭＋a （内2Baby)

【 ゲー ト 西側 大畑川 上流部 】

◎18-A群

•2024年12 月23 日

（（ 構成 ＞

大畑 ー 佐井線 烏沢林道出合 と 三太郎沢林道出合 と の 間 道

路 を左岸か ら 右岸へ横断す る 時

3 ， 性不明 計

オ ト ナ 11 11 22
ワ カ モ ノ 4 3 3 10
4~5 歳 4 6 10
3~4 歳 14 14
2 歳 2 2
1 歳 4 4
Baby 4 4
不明 8 8

計 19 14 41 74
74頭＋a （内4Baby)

※不明8 頭の 内7 頭は足跡に よ る確認。

◎M2-Al群（弥一郎沢の群れ）

• 2024 年12 月21 日

構成 と れず

◎M2-A2 群（上秋沢の群れ）

• 2024 年12 月21 日

大畑 ー 佐井線 右衛門 四郎沢出合 よ り 西

28 頭＋a （足跡】

上秋沢林道入 口 よ り800m地点
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構成 と れず

◎ M2-A3 群（囲沢の群れ）

• 2024年12 月22 日

構成 と れず

◎ 群れ名 が 不 明

• 2024 年12 月21 日

構成 と れず

• 2024 年12 月21 日

構成 と れず

17頭＋ “ （足籐）

※17 頭は17 本の筋、 複数頭が通っ た跡

弥一郎沢林道 送電線北を東か ら 西へ横断

10頭＋a 【足跡J

仁部沢林道

8 頭＋a ［足跡J

※8頭は8本の筋、 複数頭が通っ た跡

階子沢林道入 口 よ り2.5 km地点の沢側斜面

4頭＋a （足蔭）

※4頭は4本の筋、 複数頭が通っ た跡

こ の2 つ の群れは足跡の方向か ら 同一の群れの可能性あ り 。

◎Sl·A群ぼ田A群）

今回は未躙査

◎Sl·B 群ぼ田B 群）

今回は未●査

※ 「脇野沢 ・ 川 内地区」 ・ 「大畑 ・ 薬研地区」 以外のむつ市

◎ 不 明 群

• 2025 年1 月11 日

構成 と れず

14:00~14:20 国道338 号線 むつ市堺 田地区 フ ァ ミ

リ ーマー ト の 向かい

15頭＋a （内2Baby)
大人 オ ス4頭を確認 ＋aは多数

※電波発信機は装着 さ れていな い

◎ ハナ レ ザル

• 2025 年3 月10 日 10:25 国道338 号線 旧戸沢小学校対面の 山側の休耕地

老オス 1 頭
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m ま と め

.2024 年度むつ市管内のニホ ンザル生息実態調査の結果

群れ名 個体数 調査 日 調査地 I 2023年度

脇野沢 ・ 川 内地区

1) A2-84A 群 24 頭(2B) 2025·2·2 牛の首公園広場 26頭(4B)
2) A2-84B 群 9 頭 2025·2·2 白岩 海岸線 8頭＋a
3) A2-85 群 24 頭(4B) 2025·1·29 ロ 広地区 海岸線 24頭(5B)
4) A87-A 群 93 頭(13B) 2025·2·3 芋田地区 海岸線 91 頭 （14B)し

5) A87-B 群 44 頭十a(4B) 2024·9·11 九艘泊 ー 滝山線 中細間 41 頭＋a (7B}
6) 01-Al 群 23 頭十a(2B) 2024·8·9 滝山神社西 林道横断時 30頭(7B)
7) 01-A2 群 71 頭(9B) 2024~8-7 田 の頭林道 南か ら 北へ 64頭 （IOB)
8) 01-B 群 36 頭十a(5B) 2024·8·7 下滝山林道 東か ら 西へ 34頭＋a (3B)
9) 02-A 群 30 頭十a(2B) 2024·9·10 国道338 号線 石碑北 64頭＋a {JOB}

そ の1
02-A 群 33 頭十a(4B) 2024·9·20 国道338 号線

そ の2 M 字カ ーブ北

10) 02-B 群 53 頭十a(4B) 2024·9·11 国道338 号線 18頭＋a （2B)
M 字カ ーブ北

11) 男川A 群 9 頭十a(lB) 2024·8·6 男川林道 蛎崎雨量計北 23頭＋a(3B}

12) 男川B 群 29 頭十ex (4B) 2024·9·28 国道338 号 34頭＋a(IJB)
大荒川林道分岐南

13) M2-Bl 群 28 頭十a(3B) 2024·8·7 川 内 一佐井線 町村境 21 頭＋a (2B｝

14) M2-B2 群 33 頭十a(7B) 2024·8·6 川 内 一 佐井線 砥石沢林 30頭＋a(6B)
道出合南

15) M2-B3 群 20 頭十a(2B) 2024·8·6 畑地 区 除雪 ス テ ー シ ョ 17頭十a (2B)
そ の1 ン周辺

M2-B3 群 30 頭(2B) 2025·2·27 川 内 一 佐井線 旧 湯野川

そ の2 小学校南

16) 湯の 小川 沢の 未確認 未殖認

群れ

17) 安部城北A 群 35 頭十a(3B) 2024·8·6 川 内 一 佐井線 大滝公園 39頭＋a(4B)
南

18) 安部城北B 群 未確認 39頭＋a(5B),
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＼ I I I I

大畑 ・ 薬研地区

19) 12-Al 群 27 頭 十a(6B) 2025·3·4 国道279 号線 木野部峠 26頭(3B)
（キ ノ ッ プA 群）

20) I2-A2 群 11 頭 十a(2B) 2025·3·10 国道279 号線 木野部峠 未確認

（ キ ノ ッ プB 群）

21) 12-C 群 31 頭 十a(2B) 2025·3·4 国道279 号線 木野部峠 38頭＋a
［足跡J

22) Ka 群 16 頭 十a 2024·12·23 小西股林道 多数の足跡・

【 足跡 ］

23) Ko-Al 群 30 頭 十a 2024·12·23 薬研野営場北 の 佐藤 平 ヘ 65頭＋a
（イ ロ ハA 群） （ 足跡 】 続 く 林道 ／足銃J

24) Ko·A2·a 群 未確認 73頭 (JJB)
（イ ロ ハBl 群）

25) Ko·A2·b 群 25 頭 十a(2B) 2024·12·25 国道279 号線 新道 大 25頭(6B)
（ イ ロ ハB2 群） 畑道集落

、26) Ko-Bl 群 31 頭 十 o: (3B) 2025·3·4 佐井 ー 大畑線 貯木場 40頭十a
（ハ イ ロA 群） (9B)

..... 27) Ko-B2 群 19 頭 十a 2025·3·4 佐井 一 大 畑線 羽 色神社 18頭＋a
（ハイ ロB 群） 東 ／足刷1

28) I3-A 群 74 頭 十a(4B) 2024·12·23 佐井 一 大畑線 烏 沢林道 42頭＋a
出合西 ［足跡1

29) M2-Al 群 28 頭 十a 2024-12-21 佐井 一 大畑線 右衛 門 四 49頭十a(4B)
（弥一郎 沢の群れ） （ 足跡 ） 郎 沢 出合西 ｛且視 ・ 足辟1

30) M2-A2 群 17 頭 十a 2024·12·21 大畑 ー 川 内 線 上秋 沢林 43頭十a
（上秋沢の群れ） 【 足跡 ］ 道 ｛目視 ・ 足銃J

31) M2-A3 群 4 頭 十a 2024·12·22 大畑 ー 川 内 線 階子 沢林 8 16頭十a
（囲井 沢 の群れ） 【 足跡 】 道 I足駆J

32) M2-A4 群 未確認 b 23頭十a
（三太郎沢の群れ） C 16頭＋a
不明群 ①10 頭 十a 2024·12·21 大畑 ー 佐井線 弥一 郎 沢

【 足跡l 林道

②8 頭 十a 2024·12·21 大畑 ー 佐井線 仁部 沢林

【 足跡 】 道

33) S1-A 群 未調査 未諏査

ぽ田A 群）
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34) S1-B 群 未調査 未瓢査

（新田B 群）

35) S2 群 10 頭十a 2024-12·25 ウ グイ 滝沢林道 中流部 未殖認

（恐 山 の群れ）

不明群 15 頭 十a(2B) 2024·1·11 国道338 号線 堺 田地区

※ 2022 年度 の報告書ま でB 群 とU群の情報 を記載 してい た が 、 長 ら く 群れの確認が と れて

お ら ず、 未掲載 と し た。 た だ、 男川 の群れがB 群そ の も のか、B 群由 来の群れであ る 可

能性が 商 い と い う こ と を記 し てお く 。

※ 脇野沢 ・ 川 内地区の群れは電波発信機が装着 し て い る 群れや、 群れに特徴の あ る サルが い

て 、 群れの 同 定が可能な群れが多 く 、 群れの重複の可能性は少な い。 た だ、 やは り 一斉調

査で 同 日 同時刻 に群れの観察 をす る と い う 基本は必要 と 思われる 。

※ 2024 年の 山 の実 り の状況は 、 ブナが豊作、 ミ ズナ ラ ・ サルナ シ ・ ヤマ ブ ド ウ ・ ガマズ ミ

等 は ま ずま ずの実 り 、 カ ラ ス ザ ン シ ョ ・ マ タ タ ビは不作 と い っ た状況だっ た。 ブナの豊作

は9 月 中旬か ら 翌3 月 末ま での長期間 、 サルた ち はブナの 実を拾い食い に固執、20cm ぐ

ら い の積雪 も 雪 を かいて食べに食べた。 樹皮食いや冬芽食い も も ち ろ ん観察 して いたが 、

ブナ の落実の拾い食いが今冬 の食 を支 え、 遊動域 も プナの あ る 尾根筋に こ だわ っ て いた。

※ 冬季調査 中 の積雪 の量は 、 調査開始 日 はかん じ き が な く て も 踏査が でき る 状況だっ たが、

そ の後 の積雪でかん じ き を必要 と し た。 ま た 、 車での入山 も 大畑 ー 川 内線が伐採作業のた

め に 除雪が して あ り 通行可能であ っ たが 、 それ以外の林道はすべて通行不能であ っ た。

※ 冬季調査で足跡の情報は必要不可欠であ る が、 今冬 の調査では足跡の残 り 方が一本の筋 と

な っ て い る こ と が多 く 、 個体数 を数 え る には困難な状況が多 く あ っ た。

※ 大畑 ・ 薬研地区のKo·A2·a 群（イ ロ ハBl 群） ．Sl·A 群（新田A 群）•Sl·B 群（新 田B 群）

の調査は、 調査 日 の都合上未調査 と な っ た。 補足調査で も 主体を 大畑川 流域に したた め 、

こ の3 群を調査で き なかっ た。 特に、Ko·A2·a 群（イ ロ ハBl 群） は個体数 も 多 く 、 ま た遊

動域が国道249 号線 を東進 し てお り 、 継続 した調査が必要で生息実態をつかんでお く 必

要が あ る 群れで あ る 。

※ 脇野沢 ・ 川 内 ・ 大畑地区では、 群れ捕獲な ら びに個体数調整に よ る捕獲が実施 さ れてお り 、

群れの個体数が調査時の頭数か ら減少 して い る こ と も あ り う る 。

《 各群れ ご と の コ メ ン ト 》

1) A2·8仏 群 個体数が2023 年度では26 頭であ っ たが 、 今回24 頭 と やや減少 した結果 と

な っ た。2023 年の観察では 旧 脇野沢小学校の グ ラ ン ド の シ ロ ツ メ グサ等を採食する た め

に度 々 出没 し て い た が 、 今年は全 く 出没 し な かっ た。 遊動域は 、 東は松ヶ 崎、 北は国道
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338 号線七引 地区 、 西は寄浪地区ま で と 少 しづつ拡大 し て い る 。 電波発信機を大人オス に

装着 し て い る た め 、 こ の個体が群れ離れの 可能性 も あ り 楽観で き な い。

2) J..2-8413 群 群れの個体数は9 頭。2023 年の観察で は大人オス が い な かっ た た め 、 今回

の観察ではBaby は誕生 し て い な かっ た。 ただ、2024 年の夏 ごろ か ら 大人オス1 頭が群

れに加入 した た め 、 来春 にはBaby が生ま れ る こ と が予測 さ れ る 。 電波発信機装着個体

は2 頭い る が1 頭は電波 を発信 してい な い。 ま た、 電波発信機をつ けて い な い大人メ ス

は鼻先 に傷が あ り 、 個体識別可能。 遊動域は、 主に瀬野地区、 新井 田 地区 、 寄浪地区、

蛸 田 地区 、 牛の 首岬周 辺の海岸線近 く や県道沿 いで あ る 。

3) A2孤 群2023 年度 の報告では個体数は24 頭であ っ た が 、 今回 も 同数の24 頭を確認 し

た。Baby は4 頭 、 電波発信機装着個体は4 頭い る が 、1 頭が発信 して い る 。 遊動域は

宿野部地 区ま で東進 し て いた が 、 捕獲 に よ る 個体数の減少が原因 な のか、 東進の ス ピ

ー ド が緩み宿野部地 区 ま で行かな く な っ て い る 。 初秋の ク リ 、 晩秋 の カ キ と 季節 に よ

っ て食べ物 に執着 し一定の地区に居つ く 傾向 が あ る 。 今後、A2·84A 群や男 川 関連の群

れ と の群れ間 関係が注 目 さ れ る 。

4) A87·A 群 こ こ 数年、 個体数が90 頭前後 の個体数が続いて い る 。 毎年15 頭前後 のBaby
が誕生 し て い る が 、 捕獲 も 進んでい る た め 、 増減はあ ま り 見 ら れな い。2023 年は瀬野

地 区の 中 山 間畑 に頻繁に 出没 し て い た り 、 国道338 号線の東側 ま で遊動域 を東進 して

いた が 、2024 年はプナ の豊作が影響 した の か、 寄浪地区、 蛸 田 地区、 蛸 田 山 周辺の限

ら れた かな り 狭い範囲 を利用す る こ と が観察 さ れた。 大人 メ ス3 頭に電波発信機が装

著 さ れて い る が 、1 頭は電波 を発 し て い な い。 個体数の増減は見 ら れな く 捕獲 も進むだ

ろ う が 、 分裂 の 可能性は高 い。 調査 ・ 研究が進んでい る 群れで、 今後 の保護管理やサ

ル と の共生 において も 貴重な群れ と い え る 。

5) A87-B 群 44 頭、Baby4 を確認 し た。 九艘泊地区か ら 中細間 ・ 穴 間 ・ 青石 と 、 南北に

広 く 遊動 し て い る 。A87·A 群や01-B 群 と 遊動域が重な っ て い る 。 九艘泊地区な ら びに

芋 田 地 区 の集落への 出没は な く は な いが頻繁では な い。 九艘泊 ー 滝 山線の 自 動車道路

で観察す る こ と が多い。 新 し く 電波発信機 を装着 し て い る 。 以前 に装着 し た 電波発信

機は発信 し て い な い。

6) 01-Al 群 電波発信機が装着 して い る た め 、 群れの動 向 が追 え る 群れで、23 頭十a を

確認 し た。 脇野沢川 、 国道338 号線に沿 っ て 、 南は斎場、 北は国道338 号ゲー ト 北ま

での 南北 に広 く 遊動 し て い る 。 滝 山地 区 、 片 貝地区や源藤城地区の電気柵の畑 に 出没

する こ と が多 く 、 今後 の動 向 を注視 し な ければな ら な い し 、 畑か ら 追い上げる な どの

対策が急がれ る 群れであ る 。
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7) 01-A2 群 電波発信機 を装着 して い る た め 、 群れの動向 が追 え る 群れ、71 頭を確認

し た。 個体数が70 頭を越え て い る た め分裂の可能性が 高 ま っ て い る 。 国道338 号線の

東側 を遊動 し て い る 。 口 広川 流域あた り での 目 撃 も あ り 、 山深 く を東進 し て い る 。 滝

山 ・ 七 引 地 区 の畑へ の 出没が あ る の で、 対応が必要な群れだ。

8) 01-B 群 大人 メ ス に電波発信機が装着 さ れた群れ。 今回36 頭を確認で き た。01 -Al
群 よ り も 西側 、 西海岸線側 に分布 、 九艘泊 ー 滝山線の細間地域で 目 撃す る こ と が多い。

ま た 、 国道338 号線ゲー ト 付近か ら源藤城地区の畑ま でに も 出没 し て い る 。 人 と の接

触は現状では少 な く 、 人 と 出会 う と 逃げる 群れであ る 。

9) 02-A群 そ の1 02-A群は2023 年に は64 頭 十a を確認 し て い た。70 頭近 く 又は

それ以上 の 可能性が あ っ た が 、 今年国道338 号線で こ のサイ ズの群れの確認は一度 も

な く30 頭台 の群れ を数え る ばか り だっ た。 ど う 見て も02- A 群が分裂 して い る 可能性

が あ り 、 今回 の報告でそ の1 と そ の2 と した。02-A 群そ の1 は30 頭＋a で国道338
号線の石碑 よ り も 北で観察 さ れ る 。 た だ、 そ の2 と の識別は難 し く 、 現状では観察場

所で 区別す る し かな い 。 電波発信機が未装着 な群れで あ り 、 なかな か実態 をつかむ の

が難 し い。 国道338 号海峡ラ イ ンで車に は慣れて い る 。

02-A群 そ の2 02-A 群そ の2 は33 頭 ＋a で国道338 号線M 字カ ーブ周辺 で銀察 さ

れ る 。 た だ 、 そ の1 と の識別 は難 し く 、 現状では観察場所で区別す る しかな い。 電波発

信機が未装着 な群れであ り 、 なかな か実態 を つかむのが難 し い。 国道338 号海峡ラ イ ン

で車に は慣れて い る 。

10) 02-B 群 53 頭 ＋a を カ ウ ン ト した。 大人 メ ス に電波発信機が装着 さ れて い る が 、 発

信 し て い な い。 群れの動 向が つかみ に く いが 、 群れの識別 はか ろ う じて可能な群れで

あ る 。 。 田 の頭地 区、 七 引 地区、 滝 山 地区、 源藤城地区 と 集落近 く か ら 国道338 号線海

峡 ラ イ ン の 中 流部 ま で を 主な る 遊動域 と し て い る 。 源藤城地区や滝 山地区の畑への 出

没 も 多 く な り 、 今後追 い上げな ど の対策が急務 と な っ て い る 。

11) 男川A 群 男 川林道の蛎崎雨量観測小屋の奥で9 頭＋a を確認 した。 林道 に 出て き て

い た個 体 の観察で 、 ま だ森の 中 に いた と 思われ る 。 男川 の 中流域か ら 宿野部川 の上流

域の西又沢林道 、 金八沢林道 あ た り ま でを遊動域 と して い る。A2-85 群 と 男 川 の下流

域で遊動域が接す る よ う に な っ て い る 。 む し ろ 、A2-85 群の存在が南下 し小沢地区や

蛎崎地区へ の 出没 を 阻止 して い る と も 考え ら れ る 。 電波発信機はついて いな い。
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12) 男川B群 29 頭 ＋a を 国道338 号線の大荒川林道分岐周辺で確認 し た。 国道338 号線

海峡ラ イ ン に 出没 し た場合、02-A 群そ の1 と02-A 群そ の2 と 混同す る こ と も あ る 。

主な遊動域は 、 国道338 号線周 辺 と 男川 の松山沢 よ り 西側上流部の男川流域であ る 。

人 と の接触は国道338 号で車での接触が あ る だけ で人 を見 る と 逃げ る 群れであ る 。 男

川A 群 と 同様に畑への 出没は皆無、 山 の 中 の群れであ る 。 電波発信機はついて い な い。

13) M2-Bl群 川 内 一 佐井線カ モ シカ ラ イ ンの佐井村 と の境近 く で28 頭＋a を カ ウ ン ト

し た。 川 内 一 佐井線カ モ シカ ラ イ ン の ゲー ト 周 辺 か ら そ の奥で観察す る こ と が 多い。

湯野川集落への 出没が な く は な いが 、 頻繁では な い。 電波発信機はついて い ない。

14) M2-B2 群 33 頭 ＋a を 川 内 一 佐井線の砥石林道出合 よ り 南 、 湯野川 開拓ま での 間 で

確認 し た。 川 内 一 佐井線を南北 に広 く 遊動 、 畑集落や湯野川 集落への 出没が あ り 、 対

策 が必要 と な っ て い る 。 電波発信機はついて いない。

15) M2-B3 群 その1 M2-B3 群は、2022 年に45 頭＋a を確認、 それ以前の情報か

ら50 頭以上、60 頭 ぐ ら い と 推測 さ れて いた。 電波発信機 も 装着 さ れて い て調査 中 に

群れの確認は毎年で き て いた が 、 個体数が十分な カ ウ ン ト がで き て 。 今回 、 電波 を発

信 して いない大人 メ ス がい る 方の群れをM2-B3 群そ の1 と した。20 頭＋a を確認 し

た が 、 も う 少 し い る 。 川 内 一 佐井線カ モ シカ ラ イ ン のゲー ト 付近か ら 大戸ケ淵小公園

周 辺 ま で南北 に広 く 遊動 し て い る 。 畑集落や湯野川集落へ の 出没が あ り 、 対策が必要

と な っ て い る 。

M2-B3 群 その2 電波発信機が装着 さ れ発信 して い る 大人 メ ス が い る 。30 頭を カ ウ ン

ト 。 川 内 一佐井線カ モ シカ ラ イ ン のゲー ト 付近か ら 大戸ケ淵小公園周辺 ま で南北 に広 く

遊動 し て い る 。 畑集落や湯野川集落への 出没が あ り 、 対策が必要 と な っ て い る 。

16) 湯の小川沢の群れ 2023 年度の報告で2023 年7 月 ごろ 角 違地区の大川 目 の畑 に~

数頭のサルが 出没 、 畑荒 ら し を し た （大川 目 住民情報） 2023 年11 月9 日 角違地区 と

旧 温泉跡地周辺 の 国道338 号線の道路両脇 に複数頭の サル を 目 撃。11 月8 日 に も 同様

の観察。30 頭 ぐ ら いはいた （電話線工事作業員か ら の 聞 き 取 り ） 2023 年11 月12 日 に

蓑川地区で若いメス(4~5 歳） に電波発信機を装着。 以上の3 つの情報は 、 おそ ら く 湯

の小川沢の群れ と 推定 さ れ る 、 と し て い たが 、 蓑川 地区で捕獲 、 発信機を装着 し た群

れは安部城北B 群の可能性が あ る 。 角 違地区の群れについて は、 湯の小川 沢 の群れの

可能性が あ る 。 いずれに して も 、 湯の小川 沢の群れは 目 撃情報 も な く 、 実態がつかめ

ていない群れであ る 。 。
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17) 安部城北A 群 35 頭＋a を川 内 一 佐井線大滝公園南で確認 し た。 た だ、 も う 少 し個体

数は多 い と 推測。 電波発信機が装着 さ れて い る 。 北は湯野川 地区 、 南は小倉平地区、

銀杏木地 区 ま で と 南北に長 く 遊動する 。 集落への 出没が あ り 、 対策が必要な群れであ

る 。 ま た 、 川 内町の プ ド ウ 園 に最 も 近 く 、 群れの動 向 を注視 し な ければな ら ない。

18) 安部城北B 群 2023 年度 の報告で39 頭十a を確認で き て いた が 、 今回の調査では群

れの確認はで き なかっ た 。 安部城北A 群 と 遊動域が重な り 、 小倉平地区 、 銀杏木地区

ま で遊動域 を広 げて い る 。 安部城北B 群は蓑川地区で捕獲 し電波発信機 を装着 した若

い メ ス が い る と 思われ る が 、 そ の電波 を確認す る こ と はで き なかっ た。 遊動域 を川 内

ー 佐井線 よ り も 東へ広げて い る 可能性が あ る 。 畑や民家への 出没が あ り 、 対策が必要

な群れであ る 。 川 内町のブ ド ウ 園 に最 も 近 く 、 群れの動 向 を注視 し な ければな ら な い。

19) 12-Al 群 （ キ ノ ッ プA群） 今回 の調査で27 頭＋a をカ ウ ン ト し た。 た だ、12-C 群

の 可能性 も あ る 。 同 日 ほ と ん ど 同時刻 に木野部峠で二つ の群れを観察 し てお り 、 ど ち

ら がI2-A1 群 （ キ ノ ッ プA群） な の かは判定で き な い。 捕獲対象の群れであ る こ と か

ら 個体数が減少す る 可能性が あ る 。 木野部峠で観察す る機会が多 く な っ て い る 。

20) I2-A2 群 （ キ ノ ッ プB群） 11 頭＋a を確認で き た。 個体数が10 頭前後であ る こ と が

群れの識別 の ポイ ン ト と な っ て い る 。 個体数が少 な い こ と や捕獲対象の群れで あ る こ

と か ら 急激な 個体数の増加 は な い。 む し ろ 、 捕獲 に よ る 個体数の減少で群れそ の も の

が消失す る 可能性 も あ る 。

21) 12-C 群 2014 年に39 頭 を カ ウ ン ト し 、2023 年度 の報告で38 頭（足跡）確認 してい

た が 、 今回、31 頭 ＋a を観察で き た。I2-A1 群（キ ノ ッ プA群） の所で も 記載 したが 、

群れの識別 が難 し い。 ただ、 ワ カ モ ノ の オス に鼻に傷の あ る サルがい る 。 木野部峠に

も 出没す る が 、 主 と な る 遊動域は佐藤平林道周辺 で あ る 。

22) 血 群 こ れま で の 冬季調査や補足調査で、 奥薬研の老人福祉セ ン タ ー周辺で確認が

と れて いた群れだ っ た が 、 今回は小西股林道での観察 と な っ た。16 頭＋a(足跡） の カ

ウ ン ト だが 、 も う 少 し い る と 思われ る 。2021 年に37 頭の フルカ ウ ン ト に近い観察 を

得て い る 。3 年経過 して い る こ と か ら40 頭以上はい る も の と 推測 さ れる 。

23) Ko-Al 群（イ ロ ハA 群） 佐井ー 大畑線の釜の沢林道入 口 か ら薬研温泉郷、 ウ グイ 滝

林道入 口 あ た り の大畑川 両岸で観察す る機会が多 い群れ。 今回 は薬研野営場北の佐藤

平へ続 く 林道で30 頭 ＋a （足跡） を確認 した。

57



24} Ko-A2-e. 群（イ ロ ハBl 群） 今回の調査では確認がで き なかっ た。 去年、 関根地区の

見付川 を横切 る73 頭を フルカ ウ ン ト して い たが 、 個体数 も 多 く 、 国道279 号線を東進

し て い る 群れで も あ り 、 継続 し た生息実態調査が 必要な群れであ る 。 すでに東通村大

利地区へ出没 し て い る 可能性が あ り 、 猿害対策が急務な群れであ る 。

26) Ko-A2-b 群（イ ロ ハB2 群） 電波発信機がついて い る こ と も あ り 調査が継続 さ れて い

る 群れであ る 。 大畑町川 代地区か ら 木野部峠ま での民家周辺 を移動 して い る。25 頭十

a を確認でき た。 民家周辺 を 生息域 と し て い る た め 、 対策が急務な群れであ る 。 調査

と して は捕獲対象群であ る こ と か ら 個体数が減少す る こ と が推測 さ れる 。

26) Ko-Bl群（ハイ ロA群） 佐井 一 大畑線の紅葉橋 よ り 下流、 小 目 名 地区ま て の左岸で

よ く 観察 さ れ る 。 今回、31 頭＋a をカ ウ ン ト した。 同 日 、 ほぼ同時刻 に羽色神社東の

道路沿い の斜面で も う 一群、 観察 して い る 。 こ ち ら をKo-B2 群（ハイ ロB 群） と した。

電波発信機はつ いて いな い。 小 目 名 集落 に も 出没す る こ と か ら 対策 が必要な群れであ

る 。

27) Ko-B2 群（ハイ ロB 群） Ko-B2 群は、Ko-Bl 群 と 遊動域が重な っ てお り 、 群れの

同 定が難 し い。 今回 、 同 日 に2 つ の群れを確認でき た こ と か ら 、Ko-B2 群の確認がで

き た。Baby の観察が なか っ た こ と か ら 、 も う 少 し い る 可能性が あ る 。Ko-Bl 群（ハイ

ロA 群） よ り も 個体数が少な い群れ と 認識 して い る 。

28) 13-A 群 佐井 一 大畑線の奥薬研ゲー ト 奥 、 西側の 烏沢林道入 口 付近か ら 近藤沢林道

入 口 、 下獅子沢林道 あた り ま での大畑川 両岸 を遊動域 と し て い る 。2023 年度の観察で

42 頭、2022 年度の観察で61 頭、2021 年度では79 頭の足跡を確認 して い る 。 分派、

分裂 し て い る 可能性を 疑 っ て い たが 、 少頭数の群れ離れの 可能性は あ る も の の 、 群れ

の分裂は し て い な い と 思われ る 。 が 高 い。 た だ、 毎回群れの確認はで き て い る が 、 ま

だま だは っ き り と し な い点 も 多 く 、 今後 の調査の課題で も あ る 。

29) M2-Al群（弥一郎沢の群れ） M2-A 群関連の4 つ の群れは、 個体識別で き る個体や

電波発信機が装着 さ れて い る 個体が い な い こ と で、 群れの 同 定は個体数 と 目 撃地点、

足跡の観察地点等 を総合 して判定 して い る。M2-Al 群は、 大畑川左岸の近藤沢、 仁

助沢、 弥一郎沢 、 右衛門 四 郎沢 を主な遊動域 と して い る 。 今回 、 右衛門 四郎沢 と 大畑

ー 佐井線の本線で28 頭＋a （足跡） を確認 し た。 ＋a はま だま だい る も の と 思われ る 。

50 頭を越え る 個体数 と 推測 し て い る 。

30) M2-A2 群（上秋沢の群れ） M2-A2 群（上秋沢の群れ） は、 大畑川 の両岸 、 右衛門 四郎
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沢 、 太兵衛川 、 仁部川 、 長次郎川 、 上秋沢周辺 を遊動域 と して い る 。 今回17 頭十“足

跡） を確認 し た が、2022 年では61 頭を確認 して い る こ と か ら 、 分裂、 分派 している 可

能性 も あ る 。

31) M2-A3 群（囲井沢の群れ）M2-A3 群（囲井沢の群れ） は、 分裂の可能性が あ る こ と を

こ こ 数年報告 し て い た が 、 今回 も 分裂の確証はつかめなかっ た。 群れの確認 も 複数頭

が通 っ た4 本の足跡の筋だけ での確認 と な っ た。 囲井沢で伐採作業を して い たた め、

十分な踏査が 出来なかっ た。

32) M2-A4 群（三太郎沢の群れ）M2-A4 群（三太郎沢の群れ） は、 近年、 三太郎沢の 出合

で13-A 群を観察す る機会が多 く 、 なかなか三太郎沢の沢深 く ま で踏査が 出来て いな

かっ た こ と も あ り 、M2-A4 群（三太郎沢 の群れ） の観察ができ て いな い。 今回 も 同様で

群の確認はで き なかっ た。

33) S1-A 群億田A 群） 今回 の冬季調査、 な ら びに補足調査では、 調査その も の を実施

し なかっ た。2022 年、 野猿監視員か ら の聞 き 取 り で約30 頭の群れ と の情報を得て い

る 。 むつ市の名 古牧野、 宮後牧野、 長坂あ た り を遊動 して い る 。 民家周辺 に 出没す る

こ と が多 く 、 ま た 、 遊動域を西へ移動 さ せて い る 。 電波発信機が装着 さ れて い る 。

34) S1-B 群億f田B 群） 今回の冬季調査、 な ら びに補足調査では、 調査そ の も の を実

施 し なかっ た。2022 年、 野猿監視員か ら の聞 き 取 り で約42 頭の群れ と の情報を得て

い る 。 分裂 し て い る 可能性 も あ る 。 むつ市の恐 山街道の長坂 、 落野沢、 新町水源地周

辺 を遊動 して い る 。 猿害対策が必要 と な っ てい る 。 電波発信機が装着 さ れて い る 。

35) S2 群（恐山の群れ） 今回の調査で釜の沢林道 を3 日 間 、 踏査を した が群れの発見はな

かっ た。 足跡 も な く 、 調査 中釜の沢林道周辺 を遊動 して い る 痕跡はなかっ た 、 。 釜の沢

林道に西 、 ひ と つ尾根 を越えた ウ グイ 滝沢林道 中流部 出 目 撃 した10 頭＋a をS2 群（恐

山 の群れ） と し た。

不明群2025 年1 月11 日14:00~14:20 国道338 号線 むつ市堺 田 地区の フ ァ ミ リ ーマー ト

の 向 かいで15 頭＋a を確認。 大人オス4 頭を 目 撃 したが 、 個体数は も う 少 し い る と

推測 さ れ る 。 電波発信機で電波 を確認 したが電波 は と れず、 電波発信機未装着の群れ。

西か ら進 出 して い る 群れ と した湯の小川沢の群れ、 東か ら進出 して い る 群れ と した ら

S1-A 群ま たはS1-B 群の可能性が高い。
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むつ市管内 脇野沢 ・ 川 内地区の ニ ホ ンザル

2024 年度躙査結果 [ 2023 年度厩査結果 ］

《 脇野沢逮区 》

群れ戴 12 群 ［12群J

●体豪 478 頭＋a （内“B) [457頭＋a （内70B)J
※ むつ市脇野沢七 引 地区 の野猿公苑のサル（Al 群） は含ま な い。

（ 川 内逮区 》

醇れ豪 6 群

饂体徽 1鈷 頭＋a （内15B)

《 大畑 ・ 薬研地区 》

群れ徽 17 群

値体徽 341 頭 ＋a （内19B)

《 む つ市全域 》

群れ数 36 群

偏体数 966 頭＋a （内88B)

[6群］

[146頭＋a （内19B)J

[17群］

[493頭＋a （内36B)

[35群］

[1096頭＋a （内125B)

脇野沢地 区は 、 各群れ と も 精度 の 高 い結果が得 られた。 群れ数に 関 して は、 同数の12 群だ

が 、02-A 群が分裂 し て い る 可能性が あ る 。 ま た、A87·A 群、Ol·A2群の個体数が70 頭を

越え て い る こ と か ら 分裂の可能性が 寓 ま っ て い る 。 個体数に 関 し ては、21 頭増加 した結果 と

な っ た。 捕獲対象 の群れが 多 く 、 個体数の増減は捕獲 と の兼ね合 いが強いた め 、 そ の動 向 を追

い続 け る 必要が あ る 。Baby の 出産数は、54 頭で前年度 よ り も16 頭減少 し た 。 国道338 号線

に生息す る0群関連の群れ と 男川流域の2 つ の群れが フ ルカ ウ ン ト で き て い な い こ と に よ る 。

ま た 、 捕獲対象群は 、 年齢や性 と いっ た群れの構成が 不 自 然な状況に な る 恐れが あ る 。

遊動域につ い て は、Ol·A2 群が 口 広川流域ま で東進 し て い る 。A2·85 群や男川A 群 と の か

かわ り が 注 目 さ れ る 。A2·85 群は こ れま で宿野部地区西側 ま で遊動 し て いたが 、 近年捕獲がす

すみ 、 個体数が減少 し た こ と が原因 な の か、 宿野部地区ま での遊動は観察 して いない。A87·A
群が 国道338 号線 を東側ま で遊動域を広げていた が 、2024 年の観察では国道338 号線 を東へ

越え る こ と はなかっ た。
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川 内地 区 では、 群れ の数は6 群 と 同数だが 、M2·B3 群が分裂 し て い る 可能性が 高い。 個体

数 とBaby の 出 産数は前年度 と ほ ぼ同 数 と い う 結果 と なっ た。 ただ、 フルカ ウ ン ト で き た群

れが少 な く 、 個体数は も う 少 し上 が る だろ う 。 湯の小川 沢 の群れは、2023 年度の報告書で角

違地 区 の大川 目 の畑 、 角 違地 区東の 旧 温泉跡地で 目 撃 さ れた群れの可能性が高 く 、 むつ市堺

田 地 区で 目 撃 し た15 頭 ＋a の群れの 可能性 も あ る 。 た だ、 確定で き な いのが現状だ。 国道

338 輝の海岸線の民家周辺 に近年 目 撃情報が増 えて き て い る 点が気が か り 、 民家や畑 に定

着す る 前に早急な対策が必要 と な る 。

遊動域 につ い て は 、 安部城北A 群、 安部城北B 群 と も に 上下小倉平地区や銀杏木地区ま で

南下 し て い る 。 ま た 、 下北 ワ イ ン の ワイ ナ リ ー に最 も 近い群れであ り 、 そ の動向 に 注視 し 、 早

急な対策 が必要であ る 。

川 内川 流域に は今 回の結果に湯の小川沢の群れ と 安部城北B 群の個体数を加味 して6 群、

約200 頭の サルが生息 し て い る も の と 推測で き る 。

大畑 ・ 薬研地区は 、 群れ数は2023 年度 と 同数で あ っ たが 、 個体数が約150 頭ほ ど減少 し た

結果 と な っ た。 こ れは、2023 年に73 頭カ ウ ン ト し たKo·A2·a 群（イ ロ ハBl 群）、Sl·A 群、

Sl·B 群の合計約150 頭 を確認で き て い な い こ と に よ る 。Baby の数 も2023 年度 と 比べ半減 し

て い る 結果 と な っ て い る が 、 確認で き て い な い群れや奥薬研の ゲー ト よ り 西、 大畑川上流域の

群れが足跡 に よ る 確認が多 く 、Baby の 目 撃が な かっ た こ と に よ る 。 個体数が70 頭を越え る

Ko·A2·a 群（イ ロ ハBl 群） 、 I3-A 群が近々 分裂す る こ と が予測 さ れ る 。 特に 、Ko·A2·a 群（イ

ロ ハBl 群） は、 国道279 号線を東進 し 、 東通村大利地区ま で遊動域を広げて い る こ と か ら 、

分裂の結果、 国道279 号線 よ り 東側 に分裂群が 定着す る こ と が懸念 さ れ る 。 奥薬研の ゲー ト

よ り も 奥 につ いて は 、 不 明 な こ と が 多いい が 、 継続 した調査 を続けて そ の都度観察 した結果を

記録 し て い き た い。S1-A 群、S1-B 群について も 、 旧 むつ市街地の恐 山街道沿いや水源地

あ た り の 民家の背後 の林縁部を西へ移動 し て い る 。 今ま でサルの 出没が なかっ た地域への 出没

が予測 さ れ る 。 早め の対策 が望ま れ る 。

むつ市全域では、 群れ数は2023 年度 と 同数で あ っ たが個体数な ら びにBaby の数は減少 し た

結果 と な っ た。 こ れは上記 して い る が 、 大畑 ・ 薬研地区のKo·A2·a 群（イ ロ ハBl 群）、Sl·A
群、Sl·B 群 の合計約150 頭 を確認で き て い な い こ と に よ る 。 よ っ て現状ではハナ レザルの数

も 考慮 し て むつ市全域で最低1200 頭の ニ ホ ンザルが生息 し て い る と 推測で き る 。 遊動域は、

むつ市 の 市街地を 除 く 全域にサルの分布が広が っ て い る こ と が推測 さ れ る 。 も ち ろ ん 、 山深 く

ま で調査が行 き 届 かな い地域も あ り 、 確定 と はいかな いが 、 群れの生息状況、 利用 頻度 に濃淡

は あ る も の の全域 に広が っ て い る と 推定 し う る 状況に な っ て い る 。
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除雪車が通っ た直後の

舗装道路脇に印 さ れたサルと ク マの鮮明 な足痕

NPO 法人ニホ ンザル ・ フ ィ ール ドス テーシ ョ ン 伊沢紘生

1. 雪の状況

令和6 年度 「むつ市に生息す る ニホ ンザルの生息実態調査」 （代表者 ・ 松岡史朗 ）

の う ち 、 大畑 ・ 薬研地区の調査が例年通 り の 日 程(12 月21 日 か ら25 日 ） で実施 さ

れた。

こ こ 何年 も 、 調査開始時の積雪量は少 な く 、 調査期間 中 も 雪は夜間 に舞 う 程度、 気

温 も 比較的高 く 、 積 も っ た雪を凍 らせ る よ り 融かす方向 に働いて いた。 したが っ て筆

者の ジープタ イ プの1j湮！車だ と 、 大畑川 の支流に沿 っ た どの細い林道 も 、 サルを探 し

て かな り 奥ま で行 く こ と が でき た。

それが今冬は、 開始前 日 の20 日 夜にぼた雪が し っ か り 降 り 、 針葉樹 ヒ バやス ギの

葉や落葉樹の枝に着雪。 以後23 日 ま では強い寒波の影響で、 林の 中 は 日 中 で も 〇ocを

割 る 寒い 日 が続いたた め 、 時折強風が吹き 抜けて も 着雪はほ と ん ど落ち なかっ た。 ま

た 、 こ れ も寒波の影響だが 、21 日 午後か ら24 日 朝ま では さ ら さ ら の粉雪が繰 り 返 し

降っ て 、 どの林道 も 刻 々 積雪量が増 して40cm を越えた。 それで車は全 く 使えず、 筆

者が歩いた林道では ど こ も カ ンジキ無 しで優に膝上ま で ごぼっ た。 も ち ろ ん動物の足

跡蜘1 も 少 な く 、 あ っ て も ふわふわの雪面に窪みが残 る だけ の も のが ほ と ん どだっ た。

そ の よ う な状況の 中 、 筆者に と っ て は初 めての観察だが 、 意外な場所に驚 く ほ ど鮮

明 な足痕蜘1 が印 さ れて いた。

2. 除雪車

今冬は大畑川右岸の最上流 、 重兵衛沢 と 囲沢左股のニヶ 所に伐採業者が入っ ていて 、

大最の材木を搬出す る た め集積場所か ら 県道の大畑 • 佐井線 （県道284 号線で通称あ

すな ろ ラ イ ン） の奥薬研ま で、2 台の除雪車が休みな く 作業 して いた。 だか ら こ の道

路だけ は車が使えた。

県道284 号線 （以下、 本線 と 呼ぶ） は片道一車線の舗装道路であ り 、23 日 朝 に は

除雪車が通 っ た直後の法面側ぎり ぎ り の道路上にサルの足痕を見、25 日 朝 に は同様の

所に ツ キ ノ ワ グマ （以下、 ク マ と 略す） の足痕を見たのであ る 。

本線上のそ の場所は見れば一 目 瞭然なのだが 、 少 し説明する と 、 除雪車のブ レー ド

脚注1 憶衿和訪苺でT吐 と いい、 長く 続いた一迎戌碑をい う 。 一方債埴 は英語でPrint と いい、 一つの足に よ ってつけ

られた跡をい う （今泉忠JI月 ”fアニマル ト ラ ックハン トフ’ッ ク』 ，1994 に よる） 。
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（雪を掻き 取 る ス コ ッ プに あた る 部位） の横幅の端か ら25cm ほ ど内側 に ク ロ ー ラ （ タ

イ ヤ に相 当 す る 部位） が あ り 、 積雪を掻 き 取 っ た際 にブ レー ドか ら舞い上が っ た粉雪

が法面 と 轍 （ ク ロ ー ラ の跡） の あ いだに一様に撒かれた状態 に な る 。 そ して粉雪は ご

く わずかだが （厚 さ は1cm 未満） 、 動物が そ こ で踏ん張 る と 下が舗装道路だか ら 足痕

が く つ き り 印 さ れる こ と に な る 。

そ の場所以外 の道路上は き れい に除雪 さ れて雪が ご く 少 な い上に 、 除雪車の太い ク

ロ ー ラ 跡等い ろ んな跡が あ り 、 動物はそ の上 を普通 に歩 く だけ だか ら 、 よ ほ どそ の気

に な っ て 目 を凝 ら さ な い と かれ ら の足跡 に気付け な い。

3. サルの足痕

サルの鮮明 な足痕が あ っ た の は本線の 、 大畑川左岸烏沢林道の入 口 か ら右岸三太郎

沢林道への入 口 ま での 間 で、 上流方向 に三分の二 ほ ど行っ た 地点， そ こ は薄暗 さ を覚

え る ほ ど両側が鬱蒼 と 茂 っ た ス ギ林で 、 す ぐ あ と 林の 中 に入っ て調べた ら 、 サルは路

肩側 、 大畑川 の方か ら 急斜面を登 っ て本線 を横切 り 、 法面側の奥へ向かっ ていた。 そ

して 、 鮮やかな足痕 は除雪車の ブ レー ドで削 ら れた法面の ち ょ っ と し た雪壁 （高 さ

40cm ほ ど） に後足で踏ん張っ て跳びつい た オ ト ナの メ ス と2 歳の コ ドモの も の だっ

た。

かれ ら の足痕 （両者 と も 左後足 ） と 林の 中 の溝状の窪み （木の根元でオ ト ナの足痕

の 上 に ア カ ンボ ウ の足痕 を見たので メ ス と 分かっ た） を観察 した あ と 車に戻 り 、 除雪

さ れた本線を上流に 向 か う 。 三太郎沢林道の入 口 が あ る少 し先で作業 中 の除雪車に追

いつ く 。 そ う す る と サルが本線 を横断 した の は除雪車の通過後だか ら 、 除雪車の ス ピ

ー ドか ら 計算 して 、 筆者が見つ けた と き よ り 前30 分以 内の こ と だっ た と 推測 さ れ る 。

4. ク マ の足痕

車窓か ら 道路脇の雪面 に動物 の足跡 ら し き も の を見つ けた ら 、 と り あ えず車を停 め

て そ こ へ直行す る の が 常だ。 し か し 、 先のサルの足痕観察 中 に気付いた のだが 、 ご く

薄 く 積 も っ た雪面上の足痕だ と 気付かない ま ま踏んで しま い 、 せっ か く の足痕を 自 分

の長靴で消 して しま う こ と に な る 。

調査最終 日 の25 日 、 強い寒波 が去 っ て 早朝か ら 快晴。 日 差 しは暖か く 、 吹 く 風に

も 温 も り が感 じ られ る 。 いつ も 通 り 本線に車を走 ら す。 烏沢林道への入 口 か ら 上流方

向 に200m ほ ど行 っ た所で、 法面側 に点 々 と 続 く 大 き な足跡を発見。 おそ ら く カ モシ

力 だ ろ う と 思い なが ら 車を停 め 、 サルの足痕観察時の教訓か ら 、 そ の足跡に 向 かっ て

真っ す ぐで な く 斜 め に接近す る 。 する と 、 な ん と23 日 のサルの足痕 と 同様の所に 、

指の一本一本 ど こ ろ か爪の一つ一つま で見事な ほ ど は っ き り した ク マ の足痕が 印 さ

れて い る で は ないか。

そ の ク マ はサル と は逆 、 法面か ら本線に降 り （その瞬間前足 に体重が かか る ） 、 本
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線を横切 っ て 大畑川 へ と 向 かっ て いた。 も し こ の足痕 （右前足） を見落 と して いた ら 、

両側の ス ギ林の 中 は乾いた粉雪が50cm を超 えて積 も っ ていたか ら 、 深め の穴の よ う

な跡を残 し たのが ク マ かカ モ シカ か、 見分 け る こ つ は分かっ て いて も 、 確証を得る の

に少々 時間 を要 した に違いない。

それに して も 立派な足痕だ。 前々 日 ま での酷寒の 日 々 を考 えた ら 、 よ く も ま だ冬眠

に入 らず に いた も のだ。 こ の ク マ は方向や距離か ら して 、 前々 日 釜 ノ 沢林道で調査員

が足跡を 見た と 同一個体で はないか。

数年前北海道で、 牧場の幼牛を次 々 に襲っ て は食べて話題に な っ た 巨大なオス の ヒ

グマ 、0S018 （オ ソ は地名 の北海道川 上郡標茶町 ・ 弟子屈町に跨 る オ ソ ッベツ と い

う 地名 か ら 、18 は前足の横軸を足痕か ら 測 っ て18cm あ っ たか ら ） は、 捕獲 した あ

と 改 め て計 っ た ら16cm し かな かっ た と い う 。 実際、 雪上の動物の足痕の幅は積雪量

の盾 、 雪面の状態等で変化す る し 、 幅 と い っ て も 輪郭はぼやけが ち だ。 だが 、 今

回 はそ んな心配はない。 前足の横幅を計っ た ら ち ょ う ど11cm だっ た。

5． 山 の食ぺ物

こ の地域の こ れま での冬期調査で、2年に一度 ほ どの割で十数名 の調査員の誰かが

ク マ の足跡に 出会 っ て い る が、2 回以上見た年は一度 も な い。 それが今冬 は、 筆者の

目 撃 を含め3 回 も 別 々 の調査員が別々 の 日 に別 々 の場所で見て い る 。 しか も調査員が

車を走 らせた り 歩いた り して調査 した全面積は昨年ま で と 比べは る かに狭い の に だ。

松岡 史朗 氏 は半島西南部 、 脇野沢地区での今秋の調査で、 山 ではブナ と ミ ズナ ラ が

大豊作、 した が っ て 、 サルの どの群れも 両方の樹木が多い 山 の奥の尾根筋や稜線一帯

にずっ と 居続け ていて 、 いつ も な ら頻繁に姿を見せ る 沢沿 いの低い所に はほ と ん ど下

り て来なかっ た と い う 。 同様に こ こ 、 半島の 中央部一帯 も 両樹種の堅果が大豊作だ と

す る と 、 例年な ら 支流の下流域や大畑川 と の合流点周辺 を頻繁 に利用する い く つ も の

群れの う ち 、 今冬 はひ と 群れ しか姿を見せな かっ た点が頷け る 。 それに ク マ も 、 食べ

物が 山 に沢 山 あれば食べ る に一所懸命でなかなか冬眠 に入 ら ない と いわれて い る が 、

ま だ動 き 回 っ て いたの も 合点がい く 。

6. 想像の世界

た っ た一つだが ク マ の鮮明 な足痕を法面脇 に発見 し、 ス ギ林に点々 と 続 く 穴状の窪

みを調べて車に戻 る ま で、 要 した時間 は10 分ほ どだろ う 。 再びサルの群れを求 めて

本線沿い に車を走 らす。 す ぐ に除雪車に追いつ く 。 ま だ三太郎沢林道の入 口 地点 よ り

手前で作業中 だ。

サルの と き と 同様ス ピー ドを計っ て逆算する 。 そ う す る と こ の除雪車が ク マ の足痕

の あ っ た所を通過 した のは、 筆者がそ こ に着 く5 分か ら10 分前 と 推定 さ れ る 。 そ の

あ と 漆黒の 巨体が法面側のス ギ林か ら のそ り と 顔を 出 し本線を横切 っ た のだ。 本 当 に
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惜 しい こ と を した 。 あ と 少 し早 く そ こ に着いて いれば、 ブナや ド ン グ リ の実をた ら ふ

く 食べて太っ た斜眉の いいそ の姿を直接 目 にす る こ と が で き た の に。 筆者は0S018
に習 い 、 こ の ク マ に会 いた い と い う 願い を込 め て 、 大畑川 の畑 を取 り ‘、Ha紐11’' と

と り あ えず命名 した。

そ の あ と 本線 に ゆ っ く り と 車 を 走 ら せ な が ら 、 車窓 に 展 開 す る 雪景色 の 中 に

Hatall を歩かせた り 木 に登 らせた り ブナの実や ド ン グ リ を探 さ せた り して は 、 ひ と

り 想像の世界を楽 し んだ。

と こ ろ で筆者は こ こ 下北や石川 県 白 山 、 奥羽 山脈の宮城県側等で 、 早春のブナの灰

白 色の花食い 、 初夏の ヤマ グ ワ や コ ウ ゾの赤や紫の漿果食い 、 真夏のモ ミ ジイ チ ゴや

ウ ラ ジ ロ イ チ ゴの黄や赤 の漿果食い 、 秋 の褐色の ド ン グ リ 食い な ど に夢 中 な ク マ に

度々 遭遇 して き た。 そ して 、 太陽の ま ぶ し い光 を全身 に浴びた艶やかで温かい漆黒を

感動 を覚 え な が ら 見入 っ て き た。 それがだ。 こ れま ではいずれ も 春か ら秋の色 ど り 豊

かな背景の 中 だっ た が 、 目 の前の 、 想像の世界の背景は き ら め く 純 白 の世界だ。 そ の

黒はおそ ら く 、 脚羅石の光沢の あ る 黒を は る かに凌駕 した 、 今ま でに見た漆黒 よ り さ

ら に深 く て 強烈 な黒な のだ ろ う 。

7. サルの移動

話は変 わ る が 、 今回 の よ う な粒の ご く 小 さ い さ ら さ ら の粉雪が十分積 も っ てふわふ

わ な状態の 中 で 、 サルの群れは どの よ う に移動す る のだ ろ う 。

群れが林道 を横切 る と 、 そ こ に は足跡でな く 溝状 の窪みが残 る 。 調査員はそれを ‘‘ス

ジ” （筋 の こ と ） と 呼び、 そ こ に ス ジが何本あ っ たかを 「 日 々 の調査記録」 に書き 留

る 。 そ の際 、 気 を付 けたいの は 、 ス ジの多少 はス ジを付けた群れの個体数の多少 と は

まず関系 ない と い う 点だ。 簡単に言 っ て しま う と 、 同 じ群れで も 路肩側の急斜面 を登

っ て 来て林道 に 出た場合はス ジの本数が少 な く 、 法面の斜面を下っ て来て林道に 出た

と き は本数が 多い。 林道 の 両側 が 平坦地な ら積雪量が多いほ ど本数は少ない等 々 。 歩

き 難 さ が増せば増すほ ど 、 後 ろ のサルは前のサルが頑張っ て ラ ッ セル した踏み跡を使

う か ら t::., と は言っ て も 自 然の こ と だか ら 例外 も あ り 、 それが ま た面 白 い。

ぼた雪で はな く 粉雪が降 り 積 も っ た時は と く にそ う だが 、 調査 して いて ス ジ に出会

っ た ら 、 た と え疲れは き つ く て も 本数を数 えて終わ り でな く 、 林道 を逸れス ジに沿 っ

て少 し歩いて み る かス ジを逆 にた ど る かをや っ て欲 しい。 ス ジはそ こ ま で雪に ごぼ り

な が ら 歩いて来て気付かな かっ た沢 山 の こ と を語っ て く れ る に違い ない。

それはそ う と 、 強い寒波が去 り 、 天候が前 々 日 ま で と は打っ て変わ っ た調査最終 日

の25 日 、 一望で き る どの雪面 に も 、 酷寒に じ っ と 耐えていたのだ ろ う がカ モ シカ や

ウ サ ギ 、 キ ツ ネやテ ン 、 リ ス やヤマ ド リ 等の足跡が所狭 し と 、 踊 る が ご と く 騒やかに

印 さ れて いたの が印象的だ っ た。
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